5 腺 グサ-バ 
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本装置にバンドルされている各種管理ソフトウェア(ユーティリティ）について説明します。ユーティリティ 
には、本装置にインストールするものとネットワーク上の管理コンピュータ （ PC ) にインストールするもの 
などがあります。ユーティリティは、本装置の保守性や管理機能を向上します。 


添付の DVD / CD - R 〇 M について（―149ページ）.…. 

EXPRESSBUILDER い15〇ぺージ） . 

ESMPRO(— 159ページ） . 

MWA(— 179ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ （—184 ページ）..… 

システム診断(—186ページ） . 

Adaptec Storage Manage「 TM - Browser Edition 
(ASMBE) い 189 ページ) . 

テ—プ監視 ツール (—190 ページ） . 

エクスプレス通報サービス（—192ページ） . 


5添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM , ノ\'ック 
アップ DVD / CD - R 0 M に収められているソフト 
ウェアについて紹介します。 

セッ ト アップツール 「 EXPRESSBUILDER 」 につ 
いて説明します。 

本装置の統合システム管理ソフトウェア 
「 ESMPR 0」 について説明します。 

本装置のリモート管理ソフトウェアです。 

本装置の保守用ソフトウェアです。 

本装置を診断するソフトウェアです。 

Adaptec の SCSI コントローラを利用したディス 
クアレイシステム ( HostRAID ™) の監視 • 管理を 
行う Web ベースのソフトウェアです。 

本装置に搭載したテープドライブ、使用している 
テープメディアの状態を監視するユーティリティ 
です。 

障害発生時に自動的に保守サービス会社へ通報 
するソフトウェアです。 


バックアップ装置ファームウェア 

アップデートツール (—195 ページ） . バックアップ装置のファームウェアアップデート 

を行うソフトウェアです。 


次ページに続く 

ONL-3020bE-ISSDS-000-05-0406 


147 















Power Gonsole PlusO 


196 ページ） . オプションの LSI Logic 社製ディスクアレイコン 

卜□ーラや構築しているアレイディスクの保守 • 
管理をするアプリケーシヨンです。 
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添付の DVD/CD-ROM について 

添付の EXPRESSBUILDER ® CD - ROM 、 およびバックアップ DVD / CD - R 〇 M には、本装置を容易にセット 
アップするためのューティリティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェ 
アを活用することにより、本装置の機能をより多く引き出すことができます。 


添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM 、 およびバックアップ DVD / CD - ROM は、本装置 
の設定が完了した後でも、 OS の再インストールや BIOS のアップデートなどで使用する機 
会があります。なくさないように大切に保存しておいてください。 


EXPRESSBUILDER (150 ページ ) 


ディスクアレイ管理ユーティリテ- 


• Adaptec Storage Manager™ - 
Browser Edition (189 ページ） 

參 Power Console Plus* 2 (200 ページ） 


• ESMPRO/ServerAgent (159 ページ） 

• Management Workstation 
Application (179 ページ） 

• オフライン保守ユーティリティ （ 184 ページ ) 
參システム診断 （ 186 ページ） 

參エクスプレス通報サービス （ 192 ページ） 


テープ監視ツール （ 190 ページ ) 


スト リー ミング ツール 


• Windows Media サービス （ 1 13 ページ） 

• Stream P 「 o/WM9S-Plus Ver. 1.1*3 



• ESMPRO/ServerManager (178 ページ） 
Management Workstation 
Application (179 ページ） 


コンソールレスで操作する場合。シリアル / LAN ポートを使用。 

*2 オプションのディスクアレイコント□ーラを搭載している時に使用可能。 
*3 St 「 eamP 「 o/WM9S-Plus の機能は WebUI に統合されています。 


PI ： • 本装置のシステム BIOS の設定を変更するユーティリティ 「 SETUP 」 やディスクアレイの 
設定をするユーティリティ「 SCS \ Select Utility ] は EXPRESSBUILDER には含まれてい 
ません。 このユーティ リティは本装置内のボード上のチップに搭載されています （6 章参 

照)。 

• オプションのディスクアレイコントローラを管理する Windows ベースのユーティリティ 
「 Power Console Plus 」 はバックアップ DVD / CD - R 〇 M に格納されています。このユー 
ティリティは、出荷時のハードディスクドライブにインストール済みです。また再セッ 
トアップの際にも自動的にインストールされます。 Power Console Plus の操作と設定 
については、この章の最後に記載しています。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、本装置に接続されたハードウェアを自動検出して処理を進めるセットアップ用 
統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER からシームレスセットアップを使用する際には、〇 S をインス 
トールするハードディスクドライブ（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセッ 
トアップしてください。 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM から起動する 


EXPRESSBUILDER を本装置の DVD / CD - 
R 0 M ドライブにセットして起動し、 

EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動す 
る方法です。 

この方法で本装置を起動すると右に示す 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示 
されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 

M -〇 • 本装置以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されていた本装置以外 
の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。名前は 
同じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

參メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス!-ールされて 
いる 0S を消去します。 0S もインスI-ールし直す必要があります。 

EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 



• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-ROM から起動する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
装置に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER を本装置の DVD / CD - 
RQM ドライブから起動すると、 LAN か COM 
(シリアルポート）で接続している管理用コン 
ピュータ （ PC ) の画面には、右に示す 
「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表 
示されます。 


IT I 


矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアップをサボートします。 

【セットアップ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動白勺にセットアッブ 
に必 p なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアップが自動的に判断で箸ないバラメータは、オペレータに 
&力が要求されます。 

システムセットアッブ終了後、セットアッブ情報をノトンクアッブすることをお 
勧めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた 

フロッピーディスクを準備して . -」•一ー ハ'一一-— 

「システム情報の管理」から f 


管理 PC からこのメニューにある項目を使つ 
て本装置を遠隔操作をします。 
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n-O • 本装置以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されていた本装置以外 
の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。名前は 
同じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件で 
す。本体にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールが 
あると判断し、管理 PC にメニューを表示しません。 

EXPRESSBUILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 

• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windows(Windows 95以降、または 
Windows NT 4.0 以降）が起動した後に 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブ、に 
セットするとメニューが表示されます(右図 
参照)。表示されたメニューダイアログボッ 
クスは「マスターコントロールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコントロールメニューについては 
この後の「マスターコント□—ルメニュー」を 
参照してください。 


EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にする。 

2. 本装置の DVD / CD-R 〇 M ドライフ、、へ EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M をセットする。 

3. CD-R 〇 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
〇 FF /0 N して本装置を再起動する。 

CD-R 〇 M がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 
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EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れます。 



シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、ディスクアレイ 
のコンフィグレーシヨンから保守用パーティシヨンの作成/各 
撞保守ユーティリティのインストールまでを切れ目なく行いま 
す。〇 S を再インストールする場合は、こちらを選択してくださ 
い。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み〇 S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


つ 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明します。 EXPRESSBUILDER の終了画面 

セツトアップを実行する前に一通り目を通して が表示されます。 

おくことをお勧めします。 


シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ディスクアレイのコンフィグレーションから保守用パー 
ティションの作成/各種保守ユーティリティのインストールを添付の EXPRESSBUILDER 
CD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる Express 5800シリーズ独 
自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクドライブのパーティション設定で使用する場合や〇 S 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを行った後、〇 S のインストールを 
行ってください。 

I n -〇 「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているため、 
emm 実行すると八ードディスクドライブの内容が失われることがあります。 
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ツールメニュー 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2003 


ツールメニュ 


テイリテイ 


别■爐 ■Eg 
オフライン保守ユ 
システム診断 
サポートディスクの作成 
保守用パーテイシヨンの設定 
各種 BI0S/FW のアツ ブデート 
システムマネージメント機能 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAIDJ ノ Hh ラ:検出 
twr マネ-ゾメン MT- ド：なし 
保守用ハ。-ティシヨン：あり 
システム]刀イグレ-シヨン：なし 


ツーノレメニューは 、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動でセット 
アップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに 
使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

このメニューは SCSI コントローラの HostRAID 機能が有効 ( Enabled ) に設定されている 
場合、またはディスクアレイコント□ーラが接続されている場合に表示されます。ディ 
スクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存（セー 
ブ)、またはフロッピーディスクから復元(リストア)することができます。 

なお、 HostRAID 機能が有効になっている場合は、 HostRAID のコンフィグレーション情 
報を保存または復元します。 HostRAID 機能が無効になっており、かつオプションのディ 
スクアレイコントローラが接続されている場合には、オプションのディスクアレイコン 
卜□ーラのコンフィグレーション情報を保存または復元します。 

^ HostRAID 機能が有効に設定されている状態で、オプションのディスクアレイコント 
□ーラのコンフィグレーション情報をセ—ブまたはリストアするときは 「Power 
Console Plus」 で行います。使用方法についてはこの章の最後に記載している 「Power 
Console Plus」 の項を参照してください0 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存し 
ます。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください。 RAID の設定や 
変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセーブしてく 
ださい。 

- RAID 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイシステ 
ム上に復元します。 

この機能は保守用です。操作しないようにお願いいたします。誤った操作を行うと 
データを損失するおそれがあります。 


オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は184ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
検査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プログ 
ラムが起動します。186ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してく 
ださい。 
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• サボートディスクの作成 


サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サボートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- ROM - DOS 起動ディスク 

R 〇 M - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

—システムマネージメント機能 

BMC ( Baseboa「d Management Controller ） による通報機能や管理用 PC からの 
リモート制御機能を使用するための設定を行うプログラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーテイシヨンに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」以外の項目は表示されません。 


I M -〇 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、本装置をリセットした 
り、電源を OFF にしたりしないでください。 

<本装置のシステムデイスク構成例> 



保守用パーティション(約 55 MB ) 

本装置の保守 ユー ティリティで使用す る 共通 モジュールが 格納され ています。 また、 
EXPRESSBUILDER でのセツトアップ時に作業領域 としても 利用され ます。オペ レーティン 
グ システムからは ラベル 名のない 「 EISA 構成」の FAT パーティション として 認識され ます。 


PI ： 出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保守用パー 

r ^ yf ] ティションは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップをすると 
自動的に保守用パーティションを作成することができます。 

























-保守用パーティションの作成 

55 MB 程度の領域を内蔵ハードディスクドライブ上へ確保し、続けて各種ユーティリ 
ティのインス I ルを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合 
は、各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

—各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - R 〇 M から保守用パーティションへインス I ルします。 
インストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハードディ 
スクドライブから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フロッピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□ッ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ以外では、本項目は使 
用しないでください。 

- FDISK の起動 

R 〇 M - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」 
を使用して、本装置の BIOS / FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。 
「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明 
があります。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ 
帳などで読むことができます。 

I n-0 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 

• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Contr 011 e 「) による通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本装置にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレ 
ス」機能を持っています。 

91-0 • 本装置以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されていた本装置以外の 

Express 5800シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。名前は同 
じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件です。 
本体にキーポードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると判 
断し、管理 PC にメニューを表示しません。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート 2) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、この章の 「 MWA 」 の「コンソールが接続されていない場合のコン 
フィグレーシヨン方法」を参照してください。 

91-0 • 巳 I0S セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでください。 

DVD/CD-ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です0 

• ダイレクト接続はシリアルポート2のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、設定情報を格納したフロッピーディ 
スクが必要になります。 

フォーマット済みのフロッピーディスクを用意しておいてください。 

BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 


• 

LAN Controller: 

[Enabled] 

參 

Serial Port 1 : 

[Enabled] 


Base I/O address: 

[3F8] 


Interrupt: 

[IRQ 4] 

• 

Serial Port 2: 

[Enabled] 


Base I/O address: 

[2F8] 


Interrupt: 

[IRQ 3] 

• 

BIOS Redirection Port: 

[Serial Port 2] 

• 

Baud Rate: 

[19.2k] 

• 

Flow Control: 

[CTS/RTS] 

• 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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メインメニュー 

メインメニューにある項目は次のとおりです。 


各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 

EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 



セツトアップ 


本体のハードウェア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティシヨンの設定を自動的に行い 
ます。 


セツ f/'y J 


ツールメニュー 

メインメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表示する 



メインメニューに戻る 


11-0 「EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と比較すると次の 
点が異なります。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、186ページを参照してください） 

• 「サボートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0以降)が動作しているコンピュータ上 
で添付の EXPRESSBUILDERCD - R 〇 M をセットすると、「マスターコント□—ルメニュー」 
が自動的に起動します。 

■ I ： システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - 

R 〇 M 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインドキュメントの参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。 
n^Tjq このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がイン 
ストールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないとき 
は、はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を選択して、 Acrobat 
Reader をインストールしておいてください。 

マスターコントロールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックで現れるショートカットメニューから行います。 

I n-0 CD-ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメニューか 
ら起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ESMPRO 

本装置のシステムを監視するユーティリティとして巳31\/^卩〇/361^^「み96巾(\/\/11^〇\^版）、 ESMPRO/ 
361^/6「1\/|3门396「がバンドルされています。 

ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）は本装置へ、 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei 1 ^*v トワーク上の管理 
PC へインス I -ールして利用します。 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent(Windows 版) 


ESMPRO / ServerAgenl ^、 本装置と巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧96「(管理卩〇との間でエー 
ジェントの役割をするユーテイリテイです。 


動作環境 

ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させることができるシステム環境は次のとおりです。 

• インストールする装置 本装置 

• メモリ 〇 S の動作に必要なメモリ十 24.0 MB 以上 

• ハードディスクドライブの空き容量 40.0 MB 以上 

• モデム モデムはページャ通報機能を使用する場合にのみ 

必要です。 

AT コマンドを解釈するモデムであること 
(2400 bps 以上）。 

ダイアル回線ではメッセージを送ることができま 
せん。プッシュ回線をご利用ください。 
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セツトアップを始める前に 


セツトアップの前に必ずお読みください。 

ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの 
SNMP の設定が必要です。 


TCP / IP の設定 

WebUI を使用して TCP / IP の設定をします。 


SNMP サービスの設定変更 

SNMP サービスの設定変更の手順について説明します。 


2 . 


WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

Administrator 権限を持つユーザーで ログ 
オンする。 


②一 

I 每 



■ J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに掊梡します。 


3. [コントロールパネル]の[管理ツール]をダブルクリックする。 

4. [管理ツール]の[サービス]を起動する。 

5. サービスー覧から [SNMP Service] を選択し、[操作]メニューの[プロパティ]を選択する。 
「SNMP のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

6 . [ トラップ]プロパティシートの[コミュニティ名]ボックスに 「public」 または任意のコミュニティ名 
を入力し、[追加]をクリックする。 

wOBM 

• ESMPRO/ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフオルトの 
「public」 から変更した場合は、 ESMPRO/ServerManager 側で新しく設定したコミュニ 
ティ名と同じものを入力します。 

• ESMPRO/ServerAgent からのトラップが ESMPRO/ServerManager に正しく受信さ 
れるためには、双方のコミュニティ名が一致する必要があります。 




















7. [トラップ送信先]の[追加]をクリックし、 [ IP ホストまたは IPX アドレス]ボックスに送信先の 
ESMPRO / ServerManager マシンの IP アドレスを入力後、[追加]をクリックする。 

トラップ送信先に指定されている IP アドレス（またはホスト名）をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定 
でも指定した場合、重複していることを警告するメッセージが表示されます。 



この設定では、指定されている IP アドレス（またはホスト名)の ESMPRO / ServerManager に 
アラートが重複して通報されます。 

8. [セキュリティ]プロパティシートを表示し、以下の設定をする。 

-「受け付けるコミュニティ名」に手順4で入力したコミュニティを追加 
一その権利を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」） または「読み取り、書き込み」 
(「 READWRITE 」） に設定 

-「すべてのホストから SNMP バケツトを受け付ける」を選択 

• 手順4で 「 public 」 以外のコミュニティ名を入力した場合は、「受けつけるコミュニティ名」に 
もその値を追加してください。 

• 「受け付けるコミュニティ名」の権利を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」） または「読み 
取り、書き込み 」 （「READ WRITE 」） 以外の権利に設定すると、 ESMPRO / 
ServerManager からの設定や監視ができなくなります 0 

[特定のホストからの SNMP バケツトのみ受信するように設定する場合] 

「これらのホストから SNMP バケツトを受け付ける」を選び、バケツトを受信するホストの IP アド 
レスと ESMPR 〇 / ServerAgent をインストールする装置の IP アドレスとループバックアドレス 
(127.0.0.1) を指定する。 



LSILogic 社製ディスクアレイコント□ー ラを接続可能な機種の場合、ループバックアドレ 
ス （127.0.0.1) を指定しないと、 LSILogic 社製ディスクアレイコント□ーラの監視ができ 
なくなります。 

[特定コミュニティがらの SNMP バケットのみ受信するように設定する場合] 

SNMP バケットを受けつけるコミュニティ名をデフォルトの 「 pulDlic 」 から変更する。 

w-Oi^ 

• コミュニティ名を変更した場合は、[コント□—ルパネル]から ESMPRO/ServerAgent 
のコミュニティ変更登録を行う必要があります。コミュニティの変更登録には[全般]タブの 
[ SNMP コミュニティ]リストボックスを使います。 

• ESMPRO / ServerManager からの SNMP バケツトを ESMPRO / ServerAgent 側で正 
しく受信できるようにするためには ESMPRO / ServerManager 側の設定の送信コミュニ 
ティ名と ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスが受信するコミュニティ名を同じ 
にしてください。 

9. ネットヮークの設定を終了する。 

w-Oi^ 

運用中に SNMP サービスの設定変更を行った場合 、 LSI Logic 社製ディスクアレイコント□一 

ラの監視ができなくなる場合があります。このような場合は 、 「ESM Mylex Service 」 または 
「ESM AMI Service 」 を再起動してください。 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 

インストールされた巳31\/^1^〇/36「\/6|7\96门1：の各種設定は出荷時の設定のままです。設定を 
変更するには、以下の手続きを行ってください。 


2 . 


3. 


WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

Administrator 権限を持つユーザーで ログ 
オンする。 



[スタート]がら[設定]—[コント□—ルパ 
ネル]をクリックする。 


②一 

I 泊 



[コント□—ルパネル]の [ESM PRO 
ServerAgent ] アイコンをタブルクリック 
するとプロパティダイアログボックスが表 
示されます。ダイア□グボックス内の各 
シートにある設定を使用する環境に合わせ 
てください。 

セットアップをする上で注意していただき 
たい点や、知っておいていただきたいこと 
がらについて、この後の「補足説明」で説明 
しています。セットアップをする際や、正 
しく動作していないのでは？と思われたと 
きに参照してください。 


ESMPRO Server Agent 


全般Iシステム丨 CPU 負荷丨 LAN 丨 WDT |シ竹卜 W ン丨 SAF-TE | 
「SNMP の設定一 

[7 17ネ-シ、>からの SNMP での設定杳拌 =T する哟 

厂マネーン'>からのリモートシ竹卜灼ン /VTH を許可する (£) 
SNMP コミユこティ名⑤ [^bib ^1 

|7 DM 矻使用する⑪ 

通報設定 (B) …Iストトン 1S 定必"| 

ラック7ヴント- 

ラック名妙 「 


窗体雜別 

識別閉始 < p 」 識 su 終了 a > J 


OK キャンセル ヘルプ 







































補足説明 

巳31\/^1^〇/36「ソ6|7\96111：を使用する際には次の点について確認してください。 

システム起動時に登録されるアプリケーションログについて 

アプリケーションログについて補足説明します。 

• ソース： Perflib のイベントに関して 

システム起動時に、アプリケーションログにソース: Perflib で□グが登録される場合があ 
ります。 

イベント□グに関する詳細情報は、マイクロソフトサボートオンラインに記載されてい 
ます。それぞれの事象の解決方法の情報を参考にしてください。 

-マイク□ソフトサボート技術情報-文書番号:226494 

[ INFO ] パフォーマンスモニタ拡張機能のイベント 
http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ja ; 226494 

-マイクロソフトサボート技術情報-文書番号:296187 

パフォーマンスカウンタの開始でアプリケーションログが発生する 
http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ja ;296 187 

-マイク□ソフトサボート技術情報-文書番号:267831 

パフォーマンスカウンタを□ー ドするときにイベント ID 2003の警告メッセージが 
□グに記録される 

http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ja ; 267831 

• ソース : IlSInfoCtrs • W 3 Ctrs - FTPCtrs のイベントに関して 

システム起動時に、アプリケーションログに以下のソースで□グが登録される場合があ 
ります。 

ソース： IISInfoCt 「 s ， W3Ct「s 

イベント ID: 1003 

ソース： FTPCtrs 

イベント ID : 1000 

イベント□グに関する詳細情報は、マイク□ソフトサポートオンラインに記載されてい 
ます。それぞれの解決方法の情報を参考にしてください。 

-マイク□ソフトサボート技術情報-文書番号:4182〇〇 

[ IIS ] IISInfoCt 「 s と W 3 Ct 「 s でイベント ID 1003が記録される 
http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ja ;41 8200 

-マイク□ソフトサポート技術情報-418199 

[ IIS ] FTPCtrs でイベント ID 1000が記録される 
http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ja ;4 18199 

マイクロソフトサボートオンラインには、記述したイベント□グ以外の技術情報も公開され 
ています。参考として定期的に確認してください。 
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LAN 監視の通報について 


LAN 監視機能では一定時間(監視間隔)ごとに、その期間内の送受信バケット数とパケットエ 
ラー数から回線の状態を判断します。そのため、一時的な回線高負荷でも、 
ESMLANService がシステムイベント□グに以下のイベントを登録する場合があります。 


ソース： ESMLANService 

種類： 警告 

イベント ID : 301 

説明： 回線障害の可能性があります。デバイス：％1 エラー 種別：％2，％3，％4 

アライメント エラー 数=%5 
FCS エラー 数= 966 
キヤリ アセンス エラー 数=%7 


ソース： 

種類： 

イベント ID : 
説明： 


ESMLANService 

警告 

302 

回線が高負荷状態です。デバイス：％1 エラー 種別：％2,963 

送信パヶット総数=%4 

遅延衝突数=%5 

単一衝突数=%6 

多重衝突数=%7 

遅延送信数=%8 

超過衝突数=%9 

MAC 送信エラー数= 961〇 


現象が一時的な場合は、次の監視のタイミングで以下のイベントが登録されます。 
この場合は、特-問題はありません。 


ソース： ESMLANService 

種類： 通報 

イベント ID : 305 

説明： 次の障害から通常状態に戻りました。 

デバイス：％1障害イベン hID : %2,%3,%4 

LAN 監視機能は、以下の基準に従って回線の状態を監視しています。 

• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)以上の場合、イベント0301をエラー種 
別1で登録します。 

1〇〇 x アライメントエラー数/受信バケット総数 

※アライメントエラー：サイズがオクテット (8) 単位でない受信パケット。 

• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)以上の場合、イベント0301を エラー 種 
別2で登録します。 

100 XFCS エラー/受信パケット総数 

※ FCS エラー：チェックサムでエラーが出た受信パケット。 




• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)以上の場合、イベント ID 301 をエラー種 
別3で登録します。 

1〇〇 x キャリアセンスエラー数/送信バケツト総数 

※キャリアセンスエラー：バケツト送信時の回線確認でエラーとなる。 

• 下記計算結果が、しきい値(送信リトライ発生の割合)以上の場合、イベント0302をエ 
ラー種別1で登録します。 

100 x ( 遅延衝突十単一衝突十多重衝突十遅延送信)/送信パケツト総数 

※遅延衝突： 送信開始からワンス□ツトタイム (51.2 ms (10 Mbit / s のシステム))後に 

パケツト衝突が発生。 

単一衝突： バケツト送信中に1回のバケツト衝突が発生した。 

多重度衝突： バケツト送信中に2〜15回のバケツト衝突が発生した。 

遅延送信： バケツトの送信を遅らせた。 

• 下記計算結果が、しきい値(送信アボート発生の割合)以上の場合、イベント ID 302 をエ 
ラー種別2で登録します。 

100 X ( 超過衝突十 MAC 送信エラー)/送信バケツト総数 

※遅延衝突： バケツト送信中に16回以上のバケツト衝突が発生した。 

MAC 送信エラー： 何らかの内部送信エラーが発生した。 

LAN 監視機能は、 SNMP サービスが正しく動作していることが前提となっています。 
SNMP サービスに何らかの異常がある場合、システムイベントログに以下のイベントを 
登録して、 ESMLANService は停止します。 

ソース： ESMLANService 

種類： 情報 

イベント ID : 399 

説明： ESMLANService 情報 - SNMP Service does not accept a request . 

この場合、 SNMP サービスの設定を確認してください。 


コミュニティの権利について 

0 S の種類やバージョンによっては、 SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニ 
ティが設定されていなかったり、権利の初期設定が異なったりします。 
巳3"口6〇/36〜6_3门396「からのリモートシャツトタ'ウン機能やしきい値の変更機能を使用 
するためには、コミュニティを設定し、その権利を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」) 
または「読み取り、書き込み 」 （「READ WRITE 」） に設定してください。 
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コミュニティの変更について 

ESMPR 〇 / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定コミュニティから 
の SNMP バケットのみ受信するようにデフォルトの 「 public 」 から変更した場合には、 
ESMPR 〇 / ServerAgent に対してコミュニティの変更登録をしてください。 

1 . [コント□—ルパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] のアイコンをダブルクリックする。 

2. [全般設定]シートの [ SNMP の設定]にある [ SNMP コミュニティ名]リストボックスから任意のコ 
ミュニティ名を選択する。 

[ SNMP コミュニティ]リストボックスには受信対象のコミュニティ名の一覧が表示されます。 

3. [〇 K ] をクリックして終了する。 


スリーブ状態での監視について 

ESMPR 〇 / ServerAgent マシンがスリープ状態（システムスタンバイ、システム休止状態)の 
場合、 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei ^、67 U —プ中の ESMPR 〇 / ServerAgent マシンを監視 
することはできません。 

巳31\/^8〇/36〜6「1\/|311396「からサーバタ'ウン監視を行っている場合に該当する巳31\/^卩〇/ 
ServerAgent マシンがスリープ状態になると、「サーバアクセス不能」の通報があがり、サー 
バアイコンの状態色が灰色になり、 ESMPR 〇 / ServerAgent マシンが夕'ウンしたのか、ス 
リーブ状態なのかを区別することはできません。監視対象のシステムをスリープ状態になる 
よラな設定を行って運用される場合は注意してください。 


PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に、 PCI ホットプラグにより当該サーバの構成を 
動的に変更した場合、データビューアのツリーの再構築を促すメッセージが表示されます。 
[はい]をクリックするとデータビューアでツリーの再構築を行い， PCI ホットプラグによる 
システムの構成変更がデータビューア上に反映されます。[いいえ]をクリックすると，デー 
タビューアのツリーの再構築は行われません。 

その場合 PCI ホットプラグによるシステムの構成変更が反映されないため，データビューア 
の情報は現在のシステムの情報と異なる可能性があります。 

また、 ESMPR 〇 / ServerAgent のトラップ送信先に巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3门396「マシン登録 
済みであれば、構成変更のタイミングで 「 Slot 状態」に関するトラップがマネージャに送信さ 
れるため、 ESMPR 〇/36「ソ6「ム96咁マシンの構成が変更されたことを巳31\/^卩〇/ 
ServerManagerl 』 で知ることができます。 






ESMPRO/ServerManager Ver .4.0 以刖での 1 e 視について 

バージョン 4.0 以前の巳31\/^8〇/36〜6「1\/|3阳96「で監視する場合は、監視できない項目があ 
ります。 

ESMPRO/ServerManager Ver .4.1 tt , 装置添付の CD - R 〇 M に登録されています。そちら 
を利用していただくようお願いします。 


ディスクミラーリングコント□ーラの監視について 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、ディスクミラーリングコントローラの監視を次のように行いま 
す。 

• データビューアでの見え方 

ディスクミラーリングコントローラに接続されているハードディスクドライブは、 
ESMPR 〇/361^^「1\/|311396「のデータビューアでは、1つの論理ドライブとして表示しま 
す。個々のハードディスクドライブ単位では表示されません。 

また、ディスクミラーリングコント□—ラは、「ディスクアレイ」ではなく、 「 SCSI コン 
トローラ」として管理します。 

• 八ードディスクドライブの予防保守機能について 

ディスクミラーリングコント□ーラに接続されているハードディスクドライブは、ハー 
ドディスクドライブの予防保守機能の対象外となります。予防保守判定は行いません。 


八ードディスクドライブ追加時のデータビューアの表示について 

LSI - Logic ディスクアレイコントローラが接続可能な機種で、 LSI - Logic ディスクアレイシス 
テムにハードディスクドライブを追加した場合、ハードディスクドライブを追加した直後は 
巳31\/^卩〇/36〜6「1\/13旧96「のデータビューアに追加したハードディスクドライブが表示され 
ません。追力□したハードディスクドライブをコンフィグレーションしてディスクアレイシス 
テムに組み込まれた後、データビューアのツリーに表示されるようになります。 


ESRAS ユーティリティについて 

ESRAS ユーティリティは、 ESMPR 〇 /ServerAgent がインストールされ た Exp 「 ess58 〇〇シ 
リーズにおいて動作する各種□グの参照、印刷、ファイルへの出力および初期化を行ラソフ 
トウェアです。 

ESMPR 〇 /361^^ 「 1\/|3 门 396 「 \/6 「 .4. 〇以前の巳 31^ 八 3 ユーティ リティを使用する場合、各種 口 
グを参照できない装置があります。必ず ESMPRO/ServerManager Ver.4.1 以降の ESRAS 
ユーティリティを使用してください。 

装置添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M には、 ESMPRO/ServerManager Ve 「.4.1 が登録 
されています。 Ver .4.1 に含まれる ESRAS ユーティリティを使用してください。 
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ページャ通報のモデムのセットアップ 

ページャ通報のモデムのセットアップは、以下の手順で行ってください。 

• モデム接続の確認 

< os 標準の八イバーターミナルを使用している場合> 

1. [コントロールパネル]の[モデム]アイコンを夕ルクリックし、モデムをインストールする。 

2 . アクセサリグループの[八イパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続するか確認する。 

3. キーボードから 「 AT 」 と入力し、 < Ente レキーを押す。 

4. [〇 K ] が表示されるのを確認する。 

[〇 K ] が表示されず、 [0] が表示された場合はリザルトコードの表示形式を英語表示に変更して 
ください。 

• 設定ツール(アラートマネージャ）からページャ通報の設定 

1. [コント□—ルパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] アイコンをタブルクリックする。 

2 . [全般設定]プ□パティがら[通報設定]をクリックする。 

3. アラートマネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

4. [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストがら[ページャ通報]を選択して[設定]をクリックす 
る。 

5. 使用するシリアルポートを選択する。 

6 . [〇 K ] をクリックした後、[通報基本設定]ダイア□ク'ボックスを閉じる。 

7. [設定]メニューから[通報先設定]を選択する。 

8. ID リストからページャ通報を選択して[修正]をクリックする。 

9. [宛先設定]をクリックして電話番号を登録する。 

メッセージを送る場合はメッセージも登録します。[〇 K ] をクリックしてください。 

10. [スケジュール]をクリックして、通報リトライ、通報時間帯を設定する。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。設定を終えた 
ら [0 K ] をクリックします。 

11. 通報先が2力所以上ある場合は、通報先 ID を追加する。 

追加した場合、ツリーの監視イベントに通報先指定を追加してください。設定を終えたら、[通報 
先リストの設定]ダイアログボックスを閉じます。 

12. [設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

13. [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストにある[ページャ通報]の通報有効/無効ビットマッ 
プを有効(緑色)にする。 

以上で、ページャ通報ができるよラになります。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ ( ServerAgent ヘルプ）を参照してください。 




ハードウェア障害発生後の再起動について 

ハードウェア障害を検出した場合、システムをシャツトタ'ウンします。 

シャツトタ'ウン後に障害を対処/復旧せずにシステムを再起動すると、直後の起動時にシャツ 
トタ'ウンする場合があります。障害の復旧後、システムを再起動させてください。 


シリアルポートについて 

シリアルポートがサポートされている機種の場合、以下の点に注意願います。 
ESMPRO / ServerAgenttt , シリアルポートを使用する機能が複数あります 0 
これらの機能を使ラ場合、ポートが不足する可能性があります。 

それぞれの機能で使用できるシリアルポートは以下のとおりです。 


UPS 
APCU 
ALIVE 通報 
ALIVE 保守* 
ぺージャ通報 


C 0 M 1 〜1〇 
COM 1〜2 
COM 1〜9 
COM 1〜9 
COM 1〜9 


• ALIVE 保守はリモートアクセスサービス （Remote Access Service ) を利用します。 

マネージャ通報 (TCP/IP 〇 ut-of-Band) でリモートアクセスサービスを利用する場合に使用 
できるシリアルポートは以下のとおりです。 

マネージャ通報 (TCP/IP 〇 ut-of-Band) : C0M1 〜 1 〇 

このラち、シリアルポートを共有できるのは、以下の組み合わせだけです。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守+ページャ通報 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

ALIVE 通報を終了後、リモートアクセスサービスを開始します。 

ALIVE 保守が長時間シリアルポートを使っているとページャ通報ができないことがあり 
ます（ページャ通報時は RAS サービスは停止させられません)。 

• ALIVE 通報+ページャ通報 

どちらが一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

• ALIVE 保守+ ユーザー 利用リ モー トアクセス サービス 

どちらが一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 


リモートアクセスサービスを使用するマネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) 
は、他シリアルポートと共有すると障害情報が通知できない場合があります。共用 
は避けてください。 

また、ユーザー業務や ALIVE 保守と ALIVE 通報でポートを共用した場合でもリ 
モートアクセスサービスが停止し障害情報が通知できない場合があります。 

ユーザーがリモートアクセスサービスを使用する場合は、 ALIVE 通報/保守用のリ 
モートアクセスサービスのシリアルポートとの共有は避けてください。共有した場 
合、ユーザーがリモートアクセスサービス利用中でも、 ALIVE 通報時に強制的に切 
断し通報を行います。 
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次にシリアルポートとデバイス（または機能)の組み合わせと必要となるモデムの数について 
示します。マネージャのリモート監視については記載していません。 

I n -0 COM 3 以上を使う場合は多回線ポードが必要です。 


C 0 M 1 

COM 2 

COM 3 

COM 4 

モデム数 

APCU 

UPS 

ALIVE,PG 

RAS ( M , U ) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE 

RAS ( M , U ) 

2 

APCU 

UPS 

PG 

RAS ( U ) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE ， PG ， RAS ( M ) 


1 

APCU 

UPS 

ALIVE ， RAS ( M ) 


1 

APCU 

UPS 

PG 


1 

APCU 

UPS 

RAS ( U ) 


1 

UPS 

ALIVE,PG 

RAS ( M , U ) 


2 

UPS 

ALIVE 

RAS ( M , U ) 


2 

UPS 

PG 

RAS ( U ) 


2 

APCU 

ALIVE,PG 

RAS ( M , U ) 


2 

APCU 

ALIVE 

RAS ( M , U ) 


2 

APCU 

PG 

RAS ( U ) 


2 

UPS 

ALIVE , PG , RAS ( M ) 



1 

UPS 

ALIVE , RAS ( M ) 



1 

UPS 

PG 



1 

UPS 

RAS ( U ) 



1 

APCU 

ALIVE , PG , RAS ( M ) 



1 

APCU 

ALIVE , RAS ( M ) 



1 

APCU 

PG 



1 

APCU 

RAS ( U ) 



1 

APCU 

UPS 



1 

ALIVE，PG 

RAS ( M , U ) 



2 

ALIVE 

RAS ( M , U ) 



2 

PG 

RAS ( U ) 



2 

APCU 

UPS 

ALIVE , PG , RAS ( M ) 

PG 

RAS ( U ) 




1 

1 

1 

1 

1 

ALIVE , RAS ( M ) 




1 

















監視イベントの通報について 

• アラート通報機能はシステムのイベント□グに登録されたイベント情報を元に通報を 
行っています。そのためイベントビューアのイベント□グの設定にてイベントログの処 
理を[必要に応じてイベントを上書きする]に設定してください。それ以外の設定では通報 
がされません。 

• アラート通報機能の設定ツール（アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録され 
たイベントは 、 Alert Manager Main Service が起動していないとマネージャなどへ通報 
されません。また上記サービスが起動している場合でも、各通報手段の通報有効/無効 
フラグが無効になっていると通報されません。通報有効/無効フラグは、アラートマ 
ネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設定]プ□パティで 
設定します。同様に、システム起動時に Eventlog サービスが起動以前に発生したイベン 
卜については通報できません。 

• アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の[通報基本設定]-[その他の設定] 
において、シャットダウン開始までの時間を設定できます。初期値は20秒になっていま 
す。この値を初期値より短くした場合にシャットタ'ウン時の通報が行われない場合があ 
ります。 

• 監視対象イベントの通報時に通報障害が発生した場合、エラーメッセージがイベントロ 
グに登録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして 
新規登録してしまうと、通報時のエラーを再度通報してしまうことになり、障害復旧時 
に大量の通報が行われてシステムの負荷が高くなり、性能が低下することになります。 
特に下記アラート通報機能のサービスが出力するイベントは監視対象としないでくださ 
い0 

Alert Manager ALIVE ( S ) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket ( S ) Service 


ESMPR 〇 / ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 

ESMPR 〇 / ServerAgent を使用中にディスク(ハードディスクドライブや M 〇など)に対する 
以下のような作業はできません。 

• ディスクアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォーマットや削除 
• MO 、 Zip 、 PD などのリムーバブルディスクのソフトウェアからのメディアの取り出し要求 

これらの作業は次の手順で行ってください。 

1. WebUI を使用して本装置に接続する。 

2 . [メンテナンス]をクリックする。 

3. [リモートデスクトップ]をクリックする。 

4. Administrator 権限を持つユーザーで□ク'オンする。 
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5 . [スタート]から[設定]—[コントロ ールパネル]をクリックする。 

6 . [コントロールパネル]の[サービス]を開く。 

7 . 「ESMCommonService」 という名前のサービスを選択後、[停止]をクリックする。 

8 . 「ESMCommonService」 の停止を確認後、[コントロールパネル]の[サービス]を閉じる。 

9 . ディスク関連の作業を行う。 

10 . 再び[コントロールパネル]の[サービス]を開き、 「ESMCommonService」 を選択後、[開始]をク 
リックする。 

11. 「ESMCommonService」 の開始を確認後、[コントロールパネル]の[サービス]および[コント □— 
ルパネル]を閉じる。 


温度/電圧/ファン監視のしきい値について 

温度/電圧/ファンのしきい値の表示/変更はできません。ただし、機種によっては 
巳31\/^8〇/361^6「1\/|3阳96「のデータビューァでしきぃ値の表示のみできるものがぁります。 
巳3"口8〇/36「\^「八96巾はそれぞれの機種で設定された最適なしきぃ値にょリ監視を行って 
います。 


アラー トについて 

アラートビューアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートによって一部の情報が r 不 
明」と表示されるものがあります。 


ソフトウェア ALIVE • ページャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの 
表示は、ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの有効•無効にかかわらず常に「不明」と 
表示されます。 






CPU 負荷監視のイベントログについて 

システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、〇 S からパフォーマンス情報が 
取得できないことを検出した場合に ESMPR 〇 /ServerAgent では以下のイベントログを登録 
しますが、システムの運用に特に問題はありません(説明中の Y と x : 英数字 • YYYY は取得で 
きない場合もあります）。 

ソース： ESMCpuPerf 

種類：情報 
イベント ID : 9005 

説明： システムのパフォーマンス情報が取得できない状態です 

(YYYY Code = xxxx ) 

なお、情報が取得できない場合には、負荷率は096として扱うため、連続して情報が取得で 
きない事象が発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりも低く表示される場合があります。 


テープ監視機能について 

ESMPR 〇 /ServerAgent では、テープ装置の障害監視は行いません。 

監視を行う場合は、バックアップソフトウェアや、テープ監視アプリケーションをご利用く 
ださい。 

ESMPR 〇 /ServerAgent のイベント監視機能を使用することにより、バックアップソフト 
ウェアまたはアプリケーションが登録するイベントログを監視することが可能です。 


ハードディスクドライブの接続について 

ESMPR 〇 /ServerAgent がインストールされているシステムで使用したハードディスクドラ 
イブを他のシステムへ接続すると、ハードディスクドライブ予防保守機能が正しく動作しな 
い可能性があります。このよラなハードディスクドライブの接続は行わないよラにしてくだ 
さい。 


ストレージ、ファイルシステム監視機能の設定変更とリセットについて 

監視間隔変更、ハードディスクドライブの交換後のリセット、ハードディスクドライブ予防 
保守の有効/無効、ファイルシステム空き容量監視のしきい値変更、などの設定変更は、変 
更してもすぐには反映されません。設定変更を実施した後、監視サービスの次の監視間隔で 
変更した設定が有効になります。 
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ディスクアレイコント□ーラが存在しないシステムについて 


ディスクアレイ監視機能の監視サービス （ESM Mylex Service、ESM AMI Service ) は、そ 
れぞれのディスクアレイコント□ーラが存在しないシステムの場合もインス I -ールされま 
す。 

使用するディスクアレイの環境により、サービスの[スタートアップの種類]は、次のように 
なります。 

• ESM Mylex Service 

常に[自動]となります。監視サービスは、システム起動時に起動してそのまま動作し続け 
ます。ただし、監視対象のディスクアレイコントローラが存在しないため監視は行いま 
せん。 

• ESM AMI Service 


N 8103-80 または N 8103-81 ディスクアレイコント□—ラを使用している環境では[自動] 
となり、ディスクアレイコント□ーラの監視を行います。このディスクアレイコント 
□ー ラを使用しない環境では[手動]となります。 


CLUSTERPR ◦使用システムにおけるファイルシステム監視について 

弊社の CLUSTERPR 〇によるクラスタ環境で巳31\/^卩〇/36「ソ6「み96巾を使用する場合、次の 
よラな制限事項があります。 

運用系サーバで設定した空き容量監視機能のしきい値、監視の有効/無効は、フェールオー 
バーが発生した場合、待機系サーバへ引き継がれません。必ず、待機系サーバでしきい値、 
監視の有効/無効を設定しなおしてください。 


SNMP サービス ( snmp . exe ) の CPU 負荷率について 


ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「でサーバを監視中に、 ESMPR 〇 / ServerAgent 側の SNMP サー 
ビスの CPU 負荷率が ESMPR 〇/ Se 「 ve 「 Manage 「のサーバ状態監視間隔(デフォルトは1分)ご 
とに高くなる場合があります。 

巳81\/^1^〇/361^/6|7\96门1：と巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|311396「は3问1\/^サービスを介して、情報の 
やりとりをします。 ESMPR 〇/36「ソ6_3旧96「のサーバ状態監視を有効(デフォルトは有効） 
にしている場合には、定期的に ESMPR 〇 / ServerAgent に対して現在のサーバの状態の取得 
要求が発行され、それに対して巳3"口8〇/36「\^「み96巾側はサーバの状態確認を行うために 
一時的に SNMP サービスの CPU 負荷率が高くなります。 

動画再生などを行うアプリケーションにおいて「途切れ」などの現象が発生する場合は、 
巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/13旧96「のサーバ状態監視を〇ドドにするか監視間隔を広げるなどして運 
用してください。 






SNMP サービスの八ングについて 

SNMP サービスには、 SNMP 拡張エージエントと呼ばれるモジュールが存在します。この 
SNMP 拡張エージエントは、 SNMP サービスを使用するソフトをインス I -ールしたときに登 
録される場合があります。 

SNMP サービス起動時には、これらの SNMP 拡張エージエントの読み込みも含め初期化が行 
われます。しかし、一定時間内に初期化が完了しなかった場合、 SNMP サービスのハングが 
発生します。 

一時的なシステム負荷などにより、 SNMP サービスの初期化に時間がかかり、ハングを起 
こすことが考えられます。この場合、システムの負荷が十分に軽くなった後、 SNMP サービ 
スを再度起動してください。 


筐体カバー監視について 

筐体カバー監視をサポートしている機種でも、初期設定では筐体カバーの開閉に伴うアラー 
卜通報は行われません。アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）で設定を変更 
することにより、筐体カバーの開閉のアラート通報を行ラことができます。 

ただし上記設定に関係なく、 ESMPR 〇/36〜6「1\/|3阳96「の統合ビューァのサーバ状態色ゃ 
データビューアには筐体カバーの状態が反映されます。 


温度/電圧/ファンセンサの表示について 

機種によっては、状態や現在値、回転数、しきい値などの情報を持たない温度/電圧/ファン 
センサが存在します。そのため、 ESMPR 〇/56「ソ6「"3门396「で該当センサを参照した場合 
に、以下のよラに表示されることがありますので注意してください。 

• データビューアで、状態が「不明」となる（灰色表示される）。 

• データビューアで、現在値や回転数が「不明」と表示される。 

• Web コンポーネントのデータビューアで、状態が灰色表示される。 

• Web コンポーネントのデータビューアで、現在値や回転数に何も表示されない。 

上記のように表示されていても、監視は行っていますので問題ありません。 


ネットワークドライブのデータビューア表示について 

Windows XP 以降の環境において、ネットワーク接続したドライブは、 ESMPRO / 
361^^「1\/|311396「でのデータビューァのファィルシステムッリー配下に表示されません。 


シャツトダウン監視について 

シャツトタ'ウン監視を行ラ場合、すべてのシャツトタ'ウン処理が監視対象となります。 

0 S の再起動や電源〇 FF を伴わないようなシャツトタ'ウンを使用するアプリケーションがあ 
る場合は、タイムアウト時間を長めに設定するか、または監視を〇 FR こしてください。 
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CPU 情報について 

データビューアのシステムツリーの CPU 情報の外部クロックは「不明」と表示されます。 


システム起動時に表示される esmcmn . exe のポップアップメッセージに 
ついて 

M 〇や DVD - RAM などのリムーバブルドライブを搭載したシステムに ESM PRO / 
ServerAgent がインストールされており、メディアの内容を参照後、エクスプローラなどの 
機能を利用してソフトウェアイジェクト（エクスプローラの DVD ドライブで右クリックし、 
表示されるリストで「取り出し」を選択する）でメディアを取り出し、エクスプローラなどを 
終了せずにシステムを再起動すると、以下の内容のポップアップメッセージが表示される場 
合があります。 

ポップアップメッセージの表示内容(表示されるドライブ名は、システムによって異なりま 
す） 


DVD - RAM の場合 


M 〇の場合： 




上記ポップアップメッセージが表示された場合、タイア□グボックス中の[中止]または[無視] 
をクリックしてダイアログボックスを閉じてください。 

ダイアログボックスを閉じない場合、 Workstation サービスおよび関連したサービスが起動 
できず、システムの運用が不安定になる場合があります。 

また、システムを再起動する場合はエクスプローラなどメディアを参照しているプ□グラム 
を終了させた後に再起動してください。 


フロッピーディスクドライブ情報について 

システム動作中に USB 接続のフロッピーディスクドライブの追加、削除を行った場合、デー 
タビューアの [ l /〇デバイス]配下のドライブ情報に反映されるのは次回システム起動時にな 
ります。 

















インターネットメール通報について 

エクスプレス通報サービスがインス I -ールされている場合、通報手段として「インターネッ 
トメール通報」が表示される時があります。 

これはエクスプレス通報サービス用ですので巳31\/^1^〇/36「ソ6「八96门1：の通報手段として使用 
しないでください。 

万が一、使用されて問題が発生してもサポート外ですので予めご了承ください。 

なお、巳31\/^卩〇/八16「!1\/|31^96「が同ーマシンにィンス I ルされている場合は問題なく使 
用可能です。 


Microsoft Cluster Service ( MSCS ) について 

MSCS を使用した場合、以下のイベントが登録され、 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage “：3 -S 
れる場合があります。 

ソース : AlertManagerMainService 

ID : 802 

内容 ： System □グ監視中に過去のイベントを検知しました。 

以下の原因が考えられます。 

-システム時刻が変更された。 

-シャットタ'ウンが正常に行われなかった。 

-イベントログファイルが壊れている。 

MSCS では、クラスタ構成にしているコンピュータのイベントがすべて見えるという機能が 
ありますが、日付順にイベントがイベント□グに格納されない事があります(片方をシャッ 
トタ'ウン、もしくは、起動した時など)。 

ESMPR 〇 / ServerAgent では、イベントが日付順になっているかをチェックしているため、 
日付順でないイベントを発見すると「過去のイベントを検出した」という事で、上記イベント 
を登録します。 

MSCS の機能が原因で、このイベントが登録された場合でも、イベント□グ監視機能は継続 
していますので、日付順に並んでいるイベントに対しては正しく機能します。 


SCSI / IDE 接続以外のデバイスの監視について 

ストレージ監視は USB などの SCSI / IDE 接続以外のストレージデバイスの監視は行いませ 
ん〇 


Oracle 製品との共存について 

〇 「 acle 製品をインス I ルすると 、 SNMP Service のスタートアップが「手動」に変更される 
場合があります。この場合は「自動」に戻した上で、〇 「 acle 製品の説明書に従って正しい設定 
をおこなってください。不明点等は 「 NEC オラクルレスポンスセンター」へお問い合わせく 
ださい。 
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ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC 
から監視 • 管理するには、本体にバンドルされている巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/|3旧96「をお使い 
ください。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメント、または 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

■： ESMPR 〇 / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の EXPRESSBUILDERCD - R 〇 M 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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MWA 

MWA は、ネットワーク上から管理卩0£31\/^卩〇/361^^「1\/^1^96「が動作しているコンピュータ）を使用し 
て、本装置をリモート管理するためのアプリケーションです。 

MWA の機能や運用方法については 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM の以下のパスに格納されている 「MWA 
ファーストステップガイド」を参照してください。 

CD-ROM ドライブ : ¥mwa¥doc¥jp¥mwa—fsg.pdf 

■ I ； MWA のインストール方法は、オンラインドキュメントで説明します。 「 MWA インストレ_ 

r^p ションガイド」を参照してくださぃ。 


MWA でリモート管理可能な装置 


MWA が管理する対象装置には、 BMC または RomPilot が搭載されています。本製品には、 
BMCdPMII .5) が搭載されています。 


注意事項 


「 MWA ファーストステップガイド」は、 MWA がリモート管理する対象装置全般について、汎 
用的に説明しています。 

MWA から本製品をリモート管理するにあたって、特にご注意いただきたい点を示します。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。ダイレクト接続は前面のシリアルポート2 
のみ使用可能です。 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段(電源 OFF やリセット）で 
終了すると本装置上のコンフィグレーションのリモートコンソール設定項目が無効にな 
る場合があります。 

• 本製品用の MWA Agent はありません。本体装置をコンフィグレーションする際は、本 
体装置を EXPRESSBUILER CD - R 〇 M から起動して、「システムマネージメントの設定」 
を使用してください。 
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コンソールが接続されていない場合のコンフイグレーシヨン方法 


本製品にキーボードなどのコンソールが接続されていない場合、 EXPRESSBUILDER のコン 
ソールレス機能を使ってサーバ側のコンフィグレーションを行うことで、 MWA のリモート 
コンソール機能を利用できるようになります。 

次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続された管理 PC から実行する 


LAN 接続された管理 PC から実行する 

□一カルエリアネットワーク （ LAN ) を経由して接続されている管理 PC から、以下の手順で 
実行します。 

1.MWA をインストールした管理 PC を起動 
し、スタートメニューがら[プログラム] 

- [NEC MWA]- [MWA] の順にクリッ 
クする。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remote 
Control Manager」 が表示されます。 



2 . フォーマット済みの 1.44MB のフロッピーディスクを管理 PC のフロッピーディスクドライブに 
セットする。 

3 . MWA Remote Control Manager の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]コンマンド 
を選択して[コンフィグレーション]ダイアログボックスを表示させる。 

4 . [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択]ダイアログボックスを表示させる。 

5 . [FD 書き込みを行う]にチェックし、管理対象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。モデル 
名は本体前面に印刷されています。 

6 . [コンフィグレーション]ダイアログボックスで、管理対象装置の以下の情報を設定/登録する。 

コンピュータ名（サーバ名。管理対象装置を示す任意の名前） 

IP アドレス 

デフォルトゲートウェイ 

サブネットマスク 

1次通報先(管理 PC の IP アドレス） 

その後、以下のファイル名でフロッピーディスクに書き込む。 

くコンフィグレーション情報ファイル名〉 

CSL.LESS.CFG 

7 . サーバ名を右クリックして表示されるショートカットメニューから[プロパティ]コマンドを選択 
して、[プロパティ]ダイアログボックスを表示させる。 
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8. 「プロパティ」ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する c 


<[ID] ぺージ> 
接続形態： 


LAN 


<[ アラート通知]ページ〉 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべ一卜]のリセットにチェックする。 


9 . サーバ名を右クリックして表示される 
シヨートカットメニューから[リモ_トコ 
ンソールの起動]コマンドを選択して 
[MWA Remote Console] を開く0 


フ7イル表示テウィント勺ヘル：?* 


1*1 





: LAN1 92.1681.249 Server A 


10. MWA Remote Console のサーバウィンドウ上で右クリックして表示されるポップアップメニュー 
から[リモートコンソールの動作指定]コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指定]ダイ 
アログボックスを表示させ、 [MWA モードで実行]を選択する。 

11. 管理対象装置の DVD/CD-R0M ドライプに EXPRESSBUILDER CD-ROM をセットし、フロッ 
ピーディスクドライプにコンフィグレーション情報ファイルを格納したフロッピーディスウを 
セットする。 

12 . 本体の電源を 0FF/0N してシステムを再起動する。 

1回の再起動後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、ハードウェアのセットアップ、 
各種 ユー ティリティを管理 PC がら実行できるようになります。 


一 [12EI 


フロッピーディスク内のコンフイグレーション情報ファイルがすでに設定されている場合は、 
再起動せずにメインメニューが表示されます。 


13 . 管理 PC の画面上にメインメニューが表示されたら、フロッピーディスクをフロッピーディスクド 
ライプから取り出す。 

14 . MWA Remote Control Manager 上でサーバ名を右クリックして表示されるポップアップメ 
ニューから[プロパティ]コマンドを選択して[プロパティ]ダイアログボックスを表示させ、 [ID] 
ページで[接続チエック]をクリックして、対象装置との接続を確認する。 


15. 「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M 以タトのツールをイ吏用する場合は、 EXPRESSBUILDER を終了 
させ、 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を DVD/CD-R 〇 M ドライプから取り出した後、 MWA から 
[電源制御]コマンドで電源を〇 FF/0N する。 

MWA Remote Control Manager 上で、サーバ名を右クリックして表示されるポップアップメ 
ニューから[電源制御]コマンドを選択することでサーバの電源を操作できます。 

I vrOB^ 

I リモートコンソール接続での作業を終了したら、[プロパティ]ダイア□グボックスの[アクティ 
|ベート]の「リセット」のチェックを外してください。 
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ダイレクト接続(シリアルポート 2) された管理 PC から実行する 

本体のシリアルポート2にダイレクト接続された管理 PC から、以下の手順で実行します。 


1. MWA をインストールした管理 PC を起動 
し、スタートメニューがら[プログラム] 
- [NEC MWA ]-[ MWA ] の順にクリツ 
クする。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remote 
Control Manager 」 が表示されます。 


2 . MWA Remote Control Manager の[ファイル]メニューがら[環境設定]—[ダイレクト接続設定] 
の順に選択し、「ダイレクト接続設定」ダイアログボックスを表示させ、以下のように設定する。 

<ダイレクト接続設定> 

ポート： 接続する管理 PC 側の COM ポート 

ボーレート：19200 
フロー制御： RTS/CTS 

3 . MWA の[ファイル]メニューから[コンフィク'レーション]コマンドを選択して[コンフィグレー 
ション]ダイアログボックスを表示させる。 

4 . [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択]ダイアログボックスを表示させる。 

5 . [ FD 書き込みを行う]にチェックし、管理対象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。モデル 
名は本体前面に印刷されています。 

6 . [コンフィグレーション]ダイアログボックスで、管理対象装置のコンピュータ名などのコンフィ 
グレーション情報を設定/登録後、以下のファイル名でフロッピーディスクに書き込む。 

くコンフィグレーション情報ファイル名〉 

CSL . LESS.CFG 

7 . サーバ名を右クリックして表示されるショートカットメニューから[プロパティ]コマンドを選択 
して、[プロパティ]ダイアログボックスを表示させる。 

8. [プロパティ]ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する。 

<[ ID ] ページ > 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（クロスケープル） 












9 . サーバ名を右クリックして表示される 
シヨートカットメニユーから[リモートコ 
ンソールの起動]コマンドを選択して 
[MWA Remote Console ] を開く 0 

[MWA Remote Console ] 上にサーバ 
ウィンドウが開いていることを確認し、 
[接続]をクリックする。 


10. 本体の DVD / CD-R 〇 M ドライプに EXPRESSBUILDERCD-R 〇 M をセットし、フロッピーディス 
クドライブにコンフィグレーション情報ファイルを格納したフロッピーディスクをセットする。 

11. 本体の電源を〇 FF /0 N してシステムを再起動する。 

1回の再起動後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、ハードウェアのセットアップ、 
各種 ユー ティリティを管理 PC から実行できるようになります。 

.:一[120 

フロッピーディスク内のコンフィグレーション情報ファイルが既に設定されている場合は、再 
起動せずにメインメニューが表示されます。 

12. EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M 以タトのツールをイ吏用する場合は、 EXPRESSBUILDER を糸冬了さ 
せ、 EXPRESSBUILDER を DVD / CD-R 〇 M ドライブから取り出した後、本体の電源を〇 FF / 〇 N し 
てシステムを再起動する。 

w-Oi® 

リモートコンソール接続での作業を終了したら 、 [MWA Remote Console ] ウィンドウの[切 
断]をクリックしてください。 
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オフライン保守ユーティ U ティ 

オフライン保守ユーティリティは、本装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 〇が起動できないような障害が本装置に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができます。 

M -0 • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。オフライン 

保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)があ 
りますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保 
守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントから本装置へアクセスでき 
なくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方法で起動することができます。 

• EXPRESSBUILDER からの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」 
の順に選択すると、 CD - R 〇 M よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フロッピーディスクからの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作成し 
た「オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインストール後、 POST 画面で < F 4> キーを押すと、 
ハードディスクドライブよりオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベントログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、本装置で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定するこ 
とができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プロセッサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力した 
りします。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■： システム情報のバックアップの方法については、3章で説明しています。なお、リスト 

rE > T ] ア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーティションにインス I ルされた以下のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
—システム診断 
-保守用パーティションの更新 

• 筐体識別 

本装置のランプ、ブザー等で、本装置を識別出来る様にします。ラックに複数台の装置 
が設置された局面で装置を識別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断は本装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して本装置を診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取り付けられているメモリのチェック 
• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクドライブのチェック 

I n-O システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してください。接続 
emm したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

■ I ： ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行ぃません。 

\TyF\ 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本装置自身のコンソール(キーボード）を使用する方法と、シリアルポー 
卜経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）があります。以下に起動方 
法について説明します。 

1. シャットダウン処理を行った後、本装置の電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

2 . 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3 . 電源コードをコンセントに接続し、本装置の電源を〇 N にする。 

4 . EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を使って本装置を起動する。 

本装置のコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順が異なり 
ます。この章の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESSBUILDER から起動すると画面にメニューが表示されます。 
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本装置のコンソールを使用して起動した場合は、本装置に接続しているディスプレイ装置に 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

コンソールレスで起動した場合は、管理 PC のディスプレイに 「 EXPRESSBUILDER メインメ 
ニュー」が表示されます。 


EXPRESSBUILDER トップメニュー EXPRESSBUILDER メインメニュー 

5 . [ツール]を選択する。 

6 . 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の試験ウィンドウタイトルが 「Test End 」 となります。 


試験タイトル 


試験ウィンドウタイトル 



試験タイトル： 診断ツールの名称および Version 情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル：診断状態を表示します。試験終了時には“ Test End ” と表示します。 
試験結果： 診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実行した各試験の結果を表示します。 

力ーソル行で Enter キーを押下すると試験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーを検出した場合は、試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 「Abnormal 
End 」 となり赤く反転表示されます。 

エラーを検出した試験にカーソルを移動して Enter キーを押下し、試験詳細表示に出力されたエ 
ラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 




矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 
EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【セットアッブ】 

本装 S のセットアップを容易に行えるように、自動的にセットアッブ 
に必 f なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアッブが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要求されます。 

システムセットアッブ終了後、セットアッブ情報をノ X ックアッブすることをお 
勧めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた: 
フロッピーディスクを準備して、ツールでオフライン保守ユーティリティの 
「システム情報の管理」から「退避」を選択してください。 


>「追避」苦選択してくだきし、。 
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画面最下段の「ガイドライン」に従い < ESC > キーを押す。 
以下のメインメニューを表示します。 


TeDoLi(TEst & Diagnosis On Linux) Ver001.00(Build0 20901 .1.1m) 
- Enauser Menu - 



く Device List> 
<Log Info 
<0pen> 
<Reboot> 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result > 
<Device List > 
<Log lnfo > 


〈 Option 〉 

< Reboot > 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験ログやエラーメッセージを表示します。エラーメッセージをフ□ッ 
ピーディスクへ記録することができます。フ□ッピーディスクへ記録する 
場合は、フォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスク 
ドライプに揷入し、 < Save [ F ]> を選択してください。 

ログの出力先の変更を行います。 

本装置を再起動します。 


8. 上記メインメニューで〈[^ ㊀ 匕〇〇^を選択する。 

本装置が再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 

9 . EXPRESSBUILDER を終了し、 DVD / CD - R 〇 M ドライプから CD - R 〇 M を取り出す。 

10. 本装置の電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケープルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


以上でシステム診断は終了です。 







Adaptec Storage Manager™ - Browser 
Edition 

Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition (以下 ASMBE と略記します)は Adaptec の SCSI コント 
口ーラを利用したディスクアレイシステム ( HostRAD TM ) の監視 • 管理を行う Web ベースのアプリケーシヨ 
ンです。 ASMBE を使用することで、システム運用中の HostRAID の保守やイベント監視による通報を行う 
ことができます。 

ASMBE のインストールおよび操作方法については、添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 内のオンライン 
ドキュメント 「 HostRAID TM Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を 
参照してください。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始前に必ず 
お読みください。 


購入時のセツトアツ 


ASMBE は購入時にあらかじめインストールされています。この他に管理 PC 側の Internet 
Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場合があります。 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 HostRAID ™ Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定してください。 


バックアップ DVD / CD - ROM からのセットアッ 


バックアップ DVD / CD - ROM を使ってセットアップを行う際、他に管理 PC 側の Internet 
Exp lorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場合があります。 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 HostRAID TM Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定してください。 
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テー プ監視ツール 

テープ監視ツールは、本装置に搭載したテープドライブならびに使用しているテープメディアの状態を監 
視するユーティリティです。 

へッドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの失敗などを防 
止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティをインス I -ールすることをお 
勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインス!-ールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設定は[コント□ールパネル]の[サービス]を夕'ブルクリックすると起動します。 

• 選択するサービス名： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 

サービスに[丁3口6み16「1：〇16〇1<6「]がない場合は、装置にインス!-ルされていません。次の 

「手動インストール(新規インストール)」を参照してインストールしてください。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインス!-ールしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。 
オンラインドキュメントは、添付の EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ、: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 3 .pdf 

動作環境 

八ードウェア 

• インストールする装置 本装置 

• メモリ 500 KB 以上 

• ハードディスクドライブの空き容量 2.2 MB 以上 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

- Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版（サービスパック5以降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 
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• アプリケーション 


ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション) 

ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要） 
ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション) 

ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

巳 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年9月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 〇 
• 外付 LT 〇 


N 8151 -28/-34/-34 A /-4 1 /-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151 -29 八36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151 -12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 
N 8560 -12/-12 AC 
N 8151-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151 -38 
N 8151-37/-4〇 
N 8 160-39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては弊社の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 （ http :// nec 8. com /)」 の「サボート情報」一「商品情報-消耗品」一「■ 
Express 5800テクニカルガイド」一 「 Express 5800/100シリーズテクニカルガイド」にある 
バックアップ装置<バックアップ装置対応ソフトウェア>を確認してください。 


インストール手順 

添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M の次のディレクトリにある 「 Setup . exe 」 をエクス 
プ□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ:¥丁 pTool ¥ setup.exe 

以降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。前ページの「力 
スタムインストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 「 C : 
¥ Program ド1把¥丁3口6八16「1:〇^〇1<6「¥01:「1」1^」です（デフォルトの設定でインストールした場 
合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を電 
子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム監 
視サービス （DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント/ 
サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


プリインストールモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内に 
あるオンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照 
して設疋して< 7こさし">〇 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I '''ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コントロールパネル]の [ ESMPR 〇 / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]ボタンをクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3 . [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4 . 通報開局 FD をフロッピーディスクドライプにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 18.0 MB 以上 

• ハードディスクドライブの空き容量 30.0 MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサボートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• $添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 内の ESMPR 〇 /ServerAgent 
• 上記、 ESMPR 〇 / ServerAgent がサポートする〇 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に以下の環境が必要です。 
ESMPR 〇 / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 以降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent のパー 
ジョン以上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 以上の ESMPR 〇 / ServerManager # 
必要です。 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照 
してください。 


PC 通報連携機能 

pc 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 



バックアップ装置ファームウエアアップデードツール 

バックアップ装置 ファー ムウェアアップ デー トツールは、バックアップ装置の ファー ムウェアアップ デー 
卜を行うソフトウェアです。 

以下のバックアップ装置をお持ちのお客様で、本装置に搭載の SCSI コント□—ラ（オンボード SCSI ) に接 
続してご利用になる場合は、バックアップ装置のファームウェアアップデートが必要になる場合がありま 
す。お手持ちのバックアップ装置が下表に記載した機種に該当する場合は、添付の EXPRESSBUILDER 
CD - R 〇 M の次のディレクトリ格納されている説明書を参照し、ファームウェアアップデートを行ってくだ 
さい。 

「< CD - R 〇 M ドライブレター〉: ¥ TapeFWUp ¥ Sony ¥ Manual _ J . pdf 」 

ファームウェアパージョン確認方法についても説明書に記載されています。 

ファームウェアアップデート対象装置を下表に示します。 


<バックアップ装置.ファームウエアー覧表> 


コード 

名称 

型番 

適用 FW 
バージョン* 

実行ファイル 

N8151-29 

内蔵 AIT 集合型 

TSL-A500C 

Llnb 

fwtool_TSL-A500C.exe 

N 8151 -34A 

内蔵 AIT 

SDX- 300 C/SDX-4 〇〇 C 

〇 7n6 

fwtool_SDX-300C.exe 

N8151-36 

内蔵 AIT 集合型 

TSL-A3 〇〇 C/TSL-A4 〇〇 C 

L7n7 

fwtool_TSL-A300C.exe 

N 8151 -39 

内蔵 DAT 集合型 

TSL-110 〇〇 

L2n4 

fwtool_TSL-11000.exe 

N8151-45 

内蔵 DAT 

SDT-10000/SDT- 11000 

〇 2n9 

fwtooLSDT-10000.exe 

N8151-46 

内蔵 AIT 

SDX-5 〇〇 C 

01 nm 

fwtool_SDX-500C.exe 

N856 〇 -22 

外付 DAT 

SDT-10000/SDT- 11000 

02n9 

fwtooLSDT-10000.exe 

N8151-41A 

内蔵 AIT 

SDX-7 〇〇 C 

01 nm 

fwtool_SDX-700C.exe 


FW アップデートが必要なパックアップ装置は、上記適用 FW パージョンよりも低しヽ FW パージョンの装置です。 
(アルファぺットより数字の方が小さくなります。）例： L1nb>L1n8 
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Powsr Go 门 sols Plus 

Power Console Plus は、オプションのディスクアレイコントローラの RAID システムを制御するための 
ユーティリティで WebUI 上で動作します。 

Power Console Plus を使うことにより、本装置の RAID システムの監視や保守などの操作を行うことがで 
きます。 



Power Console Plus には、以下の特長があります。 

• コンフイグレーシヨンが容易になるウイザード機能をサポート 

• SAF-TE に対応 

• パフ オー マンス モニタを サポート 

• 温度監視、電源監視、ファン監視などのエンク□ジャー機能をサポート 

• □ジカルドライブ単位の Write / Read/Cache ポリシー設定が可能 


コンポーネント構成 


Power Console Plus は、3つのコンポーネントで構成されています 0 

• SNMP Agent 

SNMP 経由での ESMPR 〇による MegaRAD コント□—ラの監視を可能にします。 

• MegaRAID Service Monitor 

イベントログ登録により ESMPR 〇での MegaRAD コント□—ラの監視を可能にします。 

• MegaRAID Client 

グラフィカルな画面で RAID システムを制御します。 
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ットアップと環境設定 


Power Console Plus は出荷時に標準装備のハードディスクドライブへインストール済みで 
す。また再インストールの際も自動的にインストールされます。 

I n -〇 本装置をディスクアレイで連用するために必要なソフトウェアです。アンインス!-ールしな 
[pq いでください。 

ESMPR 〇 / ServerAgent を使って MegaRAD コント□—ラの監視ができるようにするとき 
は、本装置に ESMPR 〇 / ServerAgent をインス!ルする必要があります。 ESMPRO / 
ServerAgent も出荷時に標準装備のハードディスクドライブへインス I ル済みです。また 
再インストールの際も自動的にインストールされます。 


Power Console Plus に関する注意事項 


• [ディスク ]- [Power Console Plus ] にて本装置に□グオンすると、通常 Power Console 
Plus 画面を開きます。ただし、ブラウザの環境により、[現在のブラウザゾーンにあるこ 
のプ□グラムにアクセスできません。 ] とメッセージが表示され、リモートデスクトップ 
にて接続しただけの状態となることがあります。その場合には、[スタート]—[すべての 
プ□グラム ]- [MegaRAID Client ] を選択し 、 Power Console Plus を起動してくださ 
い0 

インターネットエクスプローラでは設定で WebUI を「イントラネット」や「信頼済みサイ 
卜」に追加すると、この現象が改善されることがあります。詳細は73ページの 「 WebUI の 
使用時の注意事項」を参照してください。 

また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入力欄（[アドレス]または[場所]など)に 
IP アドレスを指定して使用されている場合は、一度、 WebUI を終了します。ブラウザを 
再起動後、 URL 入力欄に以下のように本装置のコンピュータ名を指定し、 WebUI を使用 
できる状態になった後、改めて同様の処理を行うと、正しく利用できるようになること 
があります。 

「 http ゾ/コンピュータ名:8099/」または 「 https ゾ/コンピュータ名:8098/」 

• リモートデスクトップ領域に入っての設定画面を同時に開いたままの状態にはできませ 
ん。このため、リモートデスクトップ機能を用いた各種画面上で本装置にログオンしよ 
ラとした際に以下のメッセージを表示する場合があります。この場合は、リモートデス 
クトップ画面を終了してください。その後、同様のメッセージが表示される場合は、一 
度ブラウザを終了した後しばらく経ってから操作を行ってください。その後にもメッ 
セージが表示される場合は、本装置を再起動してください。 

— The terminal server has exceeded the maximum number of allowed connec - 
tions . (ターミナルサーバは許可された最大接続数を超過しました） 

-システムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理者に問い合わ 
せてください。 

-サーバーへの接続エラー： < サーバ名 >。この機能を使用するには、サーバーのリ 
モートデスクトップを有効にしてください。 
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Power Console Plus のアクテイべーシヨン ( 有効化 ) 


本装置に標準装備の SCSI コントローラで運用しているシステムで、オプションのディスク 
アレイコント□ー ラを増設する場合は、以下の手順で Power Console Plus を使用できる状 
態に設定してください。 


1 . 8章のオプションの増設およびオプションの説明書を参照してディスクアレイコント□—ラおよ 
び、外付けの SCSI 機器を接続し、ディスクアレイのコンフィグレーション設定をする。 

2 . 本装置の電源を ON にし、 0 S を起動します。 

3 . 〇 S での RAID 設定ツールを有効にするために、以下の設定を行う。 


① WebUI を起動し、[メンテナンス]— 
[リモートデスクトップ]を選択し、 
リモートデスクトップを起動する。 



② 


Administrator の権限を持ったュー 
ザーで□グインする。 


②一 

IS 


メンテナンス 

これらのツ'■ルを使って、必要な構成やメ:ナンスサイスを実行で.きます。 





■ j モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


③[スタート]—[ファイル名を指定して実行]より 「 Q ¥ SUPPORT ¥ bin ¥ RAIDConf . exe _^_5 
する。 


コマンド実行後自動的に再起動が行わ 
れ、再起動後に WebUI の[ディスク]メ 
ニュ ー( こ 「Power Console Plus 」 の項目 
が追加されます。 





Power Console Plus _ rrr~N イントラネ外 ふ 

MegaRAIDB 寺[こお％ VC 、 アレイデイ 
スウ®管理や保守を行います。 


4 . 94ページの「ディスクの管理」を参照して、増設した領域のパーティションの作成とフォーマット 
を行う。 


198 






























作成したパーティションのディスク領域を Windows Media サービスで公開するには、 
Windows Media サービスの公開ポイントを新たに作成するか、既存の公開ポイントの下に 
ディスク領域をマウントするかのいずれかの設定を行う必要があります。 

• Windows Media の公開ポイントを作成する場合 

118ページの「公開ポイントの追力□と削除」を参照して、公開ポイントを作成してくださ 
し、また、 FTP や Windows 共有でのアップ□—ドを行う場合には、135ページの 「FTP 
共有」参照して、 FTP の仮想ディレクトリや、 Windows 共有の追加を行ってください。 

• ディスク領域を既存の公開ポイント下にマウントする場合 

新たに作成したディスク領域を、既存の公開ポイント下にマウントする場合は、104 
ページの 「 Windows のマウントについて」を参照して設定してください。 

以上の設定で 、 Windows Media サービスから新たなディスク領域が使用可能となります。 
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Power Console Plus の起動と終了 


Power Console Plus は本装置の管理ツール 「 WebUI 」 から起動します。 


起動 


WebUI に接続して、[ディスク ]— [Power 
Console Plus ] をクリックする。 



オプションのディスクアレイコント 
□ーラを搭載していない場合は[ディス 
ク]メニューの中に [Power Console 
Plus ] は存在しません。 


②一 

I! 



Power Console Plus 

MegaRAIDB 寺において、アレイデイ 
スウの音理や保守を行います。 


2 . 画面が表示されたら、 Administrator 権限 
を持つユーザーでログオンする。 

「Power Console Plus 」 が自動的に起動 
されます。 


w-Oi^ 



ブラウザの環境により、[現在のブラウ 
ザゾーンにあるこのプ□グラムにアク 
セスできません。 ] とメッセージが 《 表/示 
され、リモートデスクトップにて接続 
した状態となることがあります。その 
場合には、[スタート]一[すべてのプロ 
グラム] 一 [ MegaRA 旧 Client ] を選 
択し 、 Power Console Plus を起動 
してください。また、インターネット 
エクスプローラでは設定で WebUI を 
「イントラネット」や「信頼済みサイト」 
に追加すると、この現象が改善される 
ことがあります。詳細は73ページの 
「 WebUI の使用時の注意事項」を参照し 
てください。 
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3. Access Mode を選択する。 

[Full Access ] モードを指定するとすベて 
の操作を行うことができます。 [View 
〇 nly ] モードを選択すると情報を確認す 
ることができますが、操作することはで 
きません。 

4. [Full Access ] モードを指定した場合は、 
パスワードを入力する。 




終了 


Power Console Plus の [ Configuration ] 
— [ Exit ] を選択する。 

確認メッセージが表示されます。 



2. [0 K ] をクリックして終了する。 


MegaRAID Power Console Plus(TM) 


This will end this session! 


OK 


キゃンセル 
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Power Console Plus の機能 


ここでは Power Console Plus の機能について説明します。 
Power Console Plus を起動すると次の画面が表示されます 0 


メニューバー 

Configuration 、 Adapter、Physical Drv、Logical Drv 、 
Progress 、 Help メニューオプションが選択可能。 


ツールパー 

機能を容易に選択するためのツール類を 
アイコン化し、配列したバー。 


Configuration Adapter Physical Drv Logical Drv Progress Help 

「m ■召 i 晶 pro si I 


_ NTO(LOCAL) 


Elf ? 


轉 Adapter 」 


Pfrysicaf Deuces 



夸 Channel 2 
i (0)AM-Onln 
» (1)A1-2-0nln 
» (2)A1-3-Onln 
» (3)READY 
» (4JREADY 
» (5)READY 
9 (gJProcessor 


L afffca/ Devrces 


[pi Adapter 

8 -0 Array 1 
| >-(3 LD1:RAIC 
.6::.*® Global Hot Sp< 

) 5: 4306MB 
re Pool 



No of Physical ( 


システムに接続されてい 
るアレイのロジカルドラ 
イブと物理ドライプの数 
を表示する。 


^ Channel 3 



(* Logical View 
r Physical View 


No of Logical drives 1 


Physical Devices View 

SCSI チャネルに接続された物理デ 

バイス情報を表示する。 


Logical Devices View 

ホットスペアとロジカルドライブを 


ラジオボタン 
Logical Devices View の 
Logical View と Physical 
View を選択する。 


表示する。 
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ツールバー アイコン 

Power Console Plus の画面の上方にいくつかのツールバーアイコンがあります。このアイ 
コンで Power Console Plus の機能を容易に選択することができます。 


Display Configuration アイコン 


圔 


このアイコンをクリックすると選択しているコントローラの RAID システムのコン 
フイグレーシヨン情報を表示します。 


■ -laixi 


Adapter : Adapter 」 


Number Of Logical Drives:1. ▲ 

Logical Drive 1 


State 

: Optimal 

RAID TYPE 

: 5 

Write Policy 

: Write Back 

Read Policy 

: Read Ahead 

Cache Policy 

: Caching I/O 

Stripe Size 

No. of Stripes 

: 8K Bytes 
: 6 

Size 

49295 MB 

Component Physical Drives : 

RANKO 


CHANNEL 

1,TARGET : 0 

CHANNEL 

1,TARGET :1 

CHANNEL 

1,TARGET : 2 

CHANNEL 

1,TARGET : 3 

CHANNEL 

1,TARGET : 4 ▼ 


Print アイコン 


\M 


このアイコンをクリックすると、選択しているコントローラの RAID システムのコ 
ンフイグレーシヨン情報を印刷します。 


Wizard Configuration アイコン 


晶] 


このアイコンをクリックすると、 RAID システムのコンフィグレーションを行うこ 
とができます。 


Clear Configuration アイコン 

このアイコンはクリックしないでください。クリックしても何も動作しません。 
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Adapter Properties アイコン 


- このアイコンをクリックすると、選択しているコント□—ラのプロパティ情報を 

表示します。 



Physical Drive アイコン 

TT 1 このアイコンをクリックすると、選択した物理ドライブのプロパティ情報を表示 
します。 
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Rescan アイコン 


E このアイコンをクリックすると、選択しているコントローラのすべてのドライブ 
構成情報を確認するために、チヤネルをスキヤンします。このスキヤンで表示が 
最新の情報に更新されます。 


Display Log アイコン 

rgj このアイコンをクリックすると、次のように□グを表示します。 



^|； 動作中のログが RA 旧丄〇 G に記録されます。 RAID 丄〇 G は Power Console Plus(MegaRAID 

| レ、 / jT| Client) の動作ディレクトリに作られます。インストール先が 「 C:¥Program 

Files¥MegaRAID 」 の場合、動作ディレクトリは、 「 C:¥Program Files¥MegaRAID¥Client 」 
になります。 


Logical Drive アイコン 


叫 


このアイコンをクリックすると、選択したロジカルドライブのプロパティ情報を 
表 TJX します。 



Rebuild Rate アイコン 


^1 


このアイコンをクリックすると、リビルドや再構築の i /〇比率を変更することがで 
きます。 
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Exit アイコン 


% 


このアイコンをクリックすると、 Power Console Plus を終了することができま 
す0 


Help アイコン 

| このアイコンをクリックすると使用している Power Console Plus についての情 
/ I 報を表示します。 

メニューバーオプション 

Power Console Plus のメニューは次のとおりです。 

• Configuration 

RAID システムのコンフィグレーションを行うためのウィザードを起動できます。 

• Adapter 

コント□ーラに関するオプションを選択できます。スピーカの使用設定、 Performance 
Monitor の起動ができます。 

• Physical Drv 

物理ドライブのプ□パティ表示やリビルドができます。 

• Logical Drv 

整合性チェック、プ□パティの表示、初期化ができます。 

• Progress 

リビルド、初期化、整合性チェック、再構築の進搂表示や Performance Monitor の表示 
ができます。 

• Help 

Power Console Plus の情報を表示できます。 

I H -〇 Power Console Plus の Configuration 機能は、 OS がインストールされていない RAID 
でのみ使用できます。 0 S がインス!ルされている RAID では、 Configuration 機能は 
使用できません。 
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Configuration メニュー 


| Configuration Adapter 


Wizard 


Display 

Print 


Save 

Load 


Clear Configuration 


Exit 


Wizard 

コンフイグレーシヨンを行います 0 Automatic Configuration と Custom Configuration 
があります。起動すると次の画面を表示します（この画面は Custom Configuration を選 
択しています）。 


Automatic Configuration : 物理ドライブの接続状況や Redundancy チェックボックス 
のチェックの有無によって、最適な RAID システムを自動的に構成します。 「 Automatic 」 
を選択し、 [ Next ] をクリックすると次の画面が表示されます。 


Action: Configuration Preview 


Physjca/Devfces 

令 Channel 1 

(5)CDRom 

脅 Channel 2 
，〇 , Online 丨 
-O (1)A1-Online 
-O (2)A1-Online 
-O (3)A2 
-O (4)A3 
-O (5)A2 
-画 f61Processor. 

— 

令 Channel 3 

0 Channel 4 


L o^c^fDeyices 


轉 Adapter 
4-0 Array 1 

| L-S LD1:RAID 5 : 4306 MB 
<4*8 Array 2 

| L-(3 LD2: RAID 1 : 4338 MB 
谷 - 0 Array 3 

丄 i n : -i - R^in n - 7m? mr 


^ Logical View 
r Physical View 


丨 Finish 丨 


Help I 


|Click Finish to save the configuration 


Automatic configuration 



rrsr 
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Custom Configuration : 使用する物理ドライブや作成する□ジカルドライブの詳細を 
指定して Configuration を作成します。 「 Custom 」 を選択して [ Next ] をクリックすると次 
の画面を表示されます。 



アレイを構成するドライブを選択し 、 [Add to Array ] をクリックします。ウィザード動 
作中は既存のアレイにドライブを追加することができません。 

ホットスペアを追力□するためにはホットスペアにするドライブを選択し [Add Spare ] を 
クリックします。 

表示の構成に同意するときは [Accept Array ] をクリックします。 

最後に構成したアレイを削除するときは [ Reclaim ] をクリックします。 

提案のコンフィグレーションを受け入れるときは [ Next ] をクリックします。画面に従い 
コンフィグレーションを完了してください。 

Display 

カレントの RAID システムのコンフィグレ-ションを表示します。 

Print 

カレントの RAID システムコンフィグレ-ションを印刷します。 

SAVE/LOAD 

- SAVE 

ハードディスクドライブやフ□ッピーディスクにコンフィグレーション情報を保存 
します。アレイのコンフィグレーションを実施した場合やアレイの設定を変更した 
場合は、コンフィグレーション情報をセーブしておくようにしてください。 

- LOAD 

保存したコンフィグレーションを回復します。この機能は保守用です。操作しない 
ようにお願いいたします。誤った操作を行うとデータを損失する可能性があります。 

Clear Configuration 

この機能は、使用しないでください。データを損失してしまいます。 

EXIT 


Power Console Plus を終了します。 




























Adapter メニュー 


-!□! x| 


15 

14 

13 

12 

11 

10 


-inlxl 
-!□! x| 



Adapter 


Physical Drv Logi 

Update Firmware 

Flush Cache 
Performance Monitor On 
Properties 

Diagnostics 

Rebuild Rate 
Rescan 
View Log 


Enclosure Management 


Alarm Control 
Fast Initialization 


Update Firmware と Diagnostics (忒 
使用できません。 


• Flush Cache 

MegaRAD システムを緊急に電源断しなければならないときにデータを完全に保護する 
ためにキャッシュメモリの内容をドライブに書き出します。 

• Performance Monitor 

〇 n を選択した場合はドライブパフォーマンスをグラフ表示します。 Off を選択した場合 
はこの機能は動作しません。表示はロジカルドライブの選択やグラフのタイプの選択が 
でき、画面のアレンジも可能です。 
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Properties 

コントローラのプロパティを表示します。 



Rebuild Rate 

システムリソース全体に対するフェイルドライブのリビルド処理に割り当てる比率を指 
定します。設定画面でスライタ'を動かして比率を設定し、 [0 K ] をクリックします。 




□k 

Cancel 

Help 


vi-O パーセンテージを高くすると処理能力を優先的にリビルドに使い、低くするとリビルド 
中のシステムのパフォーマンス問題を最小限にとどめます。 

■： 比率を高くすると、システムに対して様々な障害が発生する可能性があります。 

iwi 


Rescan 

すべてのチヤネルを再スキヤンし、接続されたデバイスの状態を更新します。 


























• View Log 

MegaRAD イベント□グを表示します。 



• Enclosure Management 

RAID ドライブのエンクロージャを表示します。ドライブエンクロージャは3つのアイコ 
ンで表示します。アイコンをクリックすることで、ドライブごとに冷却ファン、電源、 
温度について表示します。 
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• Alarm Control 

物理ドライブがフェイルしたときにビープ音が鳴動させることができます。ビープ音が 
鳴動すると Silence Alarm が選択されるまでビープ音は継続します。リビルド終了後はリ 
ビルド終了のビープ音が鳴ります。アラームをとめるために Silence Alarm を選択しま 
す。アラームの設定は次のとおりです。 

— Enable/Disable Alarm 

Alarm Control オプション選択時、 Disable Alarm が表示された場合は、現アラーム 
設定は有効状態で、設定を無効に変更可能です。一方、 Enable Alarm が表示された 
場合は、現アラーム設定は無効状態であり、設定を有効に変更可能です。 Enable 
Alarm が設定されているときはホットスペアリビルド完了した後にフェイルドライブ 
が存在しない場合やすべてのロジカルドライブがオンラインのときもビープ音が鳴 
動します。アラームを停止するためには Silence Alarm 機能を使います。 

— Silence Alarm 

ビープ音が鳴動している場合、アラームを停止します。ビープ音が鳴っていない場 
合は何も影響はありません。 

• Fast Initialization 

高速イニシャライズを行うかどうかを設定します。 EnaWe (デフォルト）で使用してくだ 
さい。 


Physical Drive メニュー 



• Rebuild 

フェイルドライブのリビルドを実施します。いつでもリビルドを停止するために Abort 
Rebuild が選択できます。この場合、ドライブはリビルド開始前の状態に戻ります。 

RAID 1と5は冗長性があります。 RAID グループの物理ドライブがフェイルした場合、 
RAID サブシステムの動作は継続しますが、冗長性は提供されません。さらに他の物理ド 
ライブがフェイルするとサブシステムは夕'ウンします。しかし、この前にフェイルした 
物理ドライブを交換し、 RAID システムをリビルドすることができます。ただし、システ 
ム動作中のリビルド処理は、システムパフォーマンスに影響する可能性があります。 









• Update Drv Firmware 

このオプションは使用できません。 

• Change Status 

操作対象の物理ドライブを選択してからこのオプションを使用してください。 

— Make Online 

物理ドライブをオンラインにします。 

— Fail Drive 

物理ドライブをオフラインにします。 

— Spin Up 

物理ドライブを操作可能な速度に回転させます。 

— bpin Down 

物理ドライブをオフラインにする前に物理ドライブの回転を停止させます。 

— Make Hot Spare 

選択した物理ドライブをホットスペアに設定します。ホットスペアは自動的にフエ 
イルになった物理ドライブと変わり、ロジカルドライブをオンライン状態にします。 
ホットスペアは RAID ドライブをパワーアップさせる通常はスタンバイ状態にある物 
理ドライブです。ホットスペアは RAID レベルが1または5に対して使われます。ホッ 
トスペアを作成するためには物理ドライブアイコンをクリックしてください。ホッ 
トスペアにする物理ドライブは RAID アレイのぼかの物理ドライブと同じかより大き 
い容量の物理ドライブでなければなりません。 

• Property 

選択した物理ドライブのプロパティを表示します (Processor を選択してプ□パティを表 
示した場合、 Insertion の表示が正しく表示されない場合があります）。 


Logical Drv メニュー 

Logical Drv Progress J 
initialize 

Check Consistency 
Properties 

Change Config ► 
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• Initialize 


選択したロジカルドライブの初期化を行います。初期化中はその進埗を表示することが 
できます。初期化は物理ドライブの種別や容量によって実施時間が異なります。 



I H -〇 Power Console Plus はいつでも初期化を行うことができます。しかし、初期化する 
と、既存のデータが影響をうけ、すべてのデータが失われますので細心の注意を払って 
実施してください。 

• Check Consistency 

RAD レベルが1または5のロジカルドライブの冗長データをチェックします。 

チェックするロジカルドライブを選択し 、 Logical Drv メニューの Check Consistency 
を選択します。 


実施を確認する次のメッセージが表示されます。[〇 K ] をクリックするとチェックを開始 
します。 

Parity Checking Selected Device ( s )? 

不一致を検出すると、自動的に修正します。しかし、データドライブで読み込みエラー 
が発生すると、バッドデータブロックを作成したデータを使ってリアサインします。 

• Properties 

選択したロジカルドライブのプ□パティを表示します。□ジカルドライブは先に選択し 
ておいたロジカルドライブか、 [ Next ] をクリックすることで表示できます。なお、表示 
位置がずれる場合がありますが、表示上の問題であり、他の動作には影響ありません。 
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• Change Config 

このサブメニューで Cache Policy や Read Policy、Write Policy 、 RAD レベルの変更を 
行うことができます。 



— Change Cache Policy 

Cache Memory Policy を Direct または Cached に変更できます。 

— Change Read Policy 

Cache Read Policy を Normal、Read Ahead ' Adaptive Read Ahead に変更でき 
ます。 

□ Normal (デフオルト） 

選択した□ジカルドライブに対して先読みは行いません。 

□ Read Ahead 

選択した□ジカルドライブに対して先読みを行います。 

□ Adaptive Read Ahead 

2 回連続して継続したセクタに対してアクセスを行った場合は先読みを行いま 
す。すべての Read 要求がランタ'ムな場合は、先読みは行いません。ただし、そ 
の後シーケンシャル読み込みが可能かどラかの評価は継続して行われます。 

— Change Write Policy 

Cache Write Policy を Write Back か Write Thru に変更できます 。 Write Thru は Write 
Back に比べてデータの安全性の面では有利です 。 Write Back は Write Thru に比べ 
てパフォーマンスの面で有利です。 

□ Write Back 

コン ト □—ラキャッシュが すべてのデータを受信した時点で コン ト ローラは ホス 
卜に対してデータ転送完了を通知します 。 Write Back 設定時には、電源瞬断な 
どの不慮の事故によりデータを損失する危険がありますので、無停電電源装置 
( UPS ) などの電源装置のご利用をお勧めします。 

□ Write Thru (デフォルト) 

ディスクアレイがすべてのデータを受信した時点でコントローラはホストに対し 
てデータ転送完了を通知します。 
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— Virtual Sizing 

この機能は使用できません。 
— Add Capacity 

この機能は使用できません。 


Progress メニュー 

リビルド、初期化、整合性チェック、再構築が行われているときだけこのメニューが選択可 
能です。 


^ Help 

1 Rebuild Progress 
:ム Diagnostics Progress 

靈 

4 Check Consistency Progress 

G Performance Monitor 


• Rebuild Progress 

リビルドの進拶を表示します。 

• Diagnostics Progress 

診断テストの進渉を表示します。 

• Initialize Progress 

初期化の進埗を表示します。 

• Check Consistency Progress 

整合性チヱックの進埗を表示します。 

• Reconstruction Progress 

再構築の進埗を表示します。 

• Performance Monitor 

Performance Monitor 画面を表示します 0 









Power Console Plus の操作 


Power Console Plus の操作について説明します。 

基本的な用語および操作の説明をします。 

ドライブ ステータス 

D 番号またはアレイの右側に表示される物理ドライブ状態は 
次のとおりです。 

• Onln 

物理ドライブは正常。□ジカルドライブを構成する物理ド 
ライブです。 

• READY ( 「 Master 」 と表示されていることもあります） 

物理ドライブは正常。ホットスペアでもなく、□ジカルド 
ライブの構成要素でもありません。 

• HOTSP 

オンラインの物理ドライブがフェイルした場合のスペアドライブです。 

• Failed 

物理ドライブは故障しており、サービス対象外です。 

• Rebuild 

リビルド中の物理ドライブです。 

Logical Devices 

Logical Devices View にはカレントコント□—ラの構成済みのアレイ、□ジカルドライブ、 
ホットスペアとホットスペアプール (Global hot spare pool ) を表示します。 

Logical Devices View 内にあるラジオボタンの Logical View をクリックし選択すると、構 
成済みのロジカルドライブを表示します。 Physical View をクリックし選択すると、構成済 
みの物理ドライブを表示します。 


■© (0^1-1-Onln 
•& n^l-2-Onh 
© (2)A1-3-0nln 
-© (3JREADY 
■O (4JREADY 
-© (5JREADY 
-to JGlProcessor 
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Adapter (コン ト□ーラ）プ□パテイの表示 


Adapter の Properties をクリック 
し選択すると Adapte 「プロパティ 
(右図）を表示します。 

カレントコント □— ラの Firmware 
Version , BIOS Version , 
Rebuild Rate などを確認すること 
ができます。 

カレントコント□ーラ上に作成さ 
れたロジカルドライブの RAID レべ 
ル、容量なども確認することがで 
きます。 



物理ドライブプロパティの表示、 


物理ドライブアイコンを夕'ブルクリック 
し選択すると物理ドライブプロパティ（右 
図）を表示します。 

物理ドライブの製造元、容量などを確認 
することができます。 

[Previous Drive ] をクリックすると1つ前 
の ID の物理ドライブ 、 [Next Drive ] を 
クリックすると次の ID の物理ドライブの 
物理ドライブプ□パティを表示します。 



ロジカルドライブプ□パティの表示 

ロジカルドライブアイコンをダブ 
ルクリックし選択するとロジカル 
ドライブプロパティ（右図）を表示 
します。 

ロジカルドライブの RAID レべ 
ル 、 Read Policy 、 容量などを確 
認することができます。 

































Adapter （コント□ーラ）の選択 


カレントコントローラが、対象とするコント□ーラではない場合、 Adapter ボックスをク 
リックし、正しいコント□ーラを選んでください。 

Power Console Plus は、 Adapter ボックスで表示されたコントローラの制御が可能です。 
サーバに複数のコント□ーラが接続されている場合は、 Adapter ボックスで選択することに 
より MegaRAID Client 監視 ■ 制御対象にするコント□ーラの切替が可能です。 


アレイ • ロジカルドライブの構成手順 

アレイ • □ジカルドライブの構成手順について説明します。 

I H -〇 Power Console Plus の Configuration 機能は、 OS がインストールされていない RAID 
Ems でのみ使用できます。 os がインス!ルされている RAID では、 Configuration 機能は 

使用できません。 


2 . 


Configuration メニューの Wizard を選択 
する。 

「 Custom 」 モードを選択し、 [ Next ] を 
クリックする。 




action: Starting … 

_ 


This wizard will help you to configure your RAID 
system quickly and easily. 

To start configuration, click next. 

^ Custom : Allows you to define all aspects of the 

configuration (arraysjogical drives) 
and their parameters. 


c Automatic 


「 Automatic 」 モードは選択しないで 
ください。 

パラメータを設定し、アレイとロジカル 
ドライプを定義します。 


: Automancally deTines arrays and 
logical drives and sets their parameters. 

， ：If checked. Automatic Configuration 
will create redundant arrays, 
where possible. 


」 [] ex fy. 


Help A 


コンフィグレーシヨンを行う場合は、このオプシヨンを選んでください。 

Custom 

パラメータを設定し、アレイとロジカルドライプを定義します。特定の要求でコンフィグレー 
シヨンを行う場合は、このオプシヨンを選んでください。 

Automatic 

ウィザードは動作環境にパラメーターを自動的に設定し、アレイおよびロジカルドライプを自動 
的に定義します。冗長アレイ構成にする場合は、 Redundancy ボックスをクリックしてくださ 
し、最適な RAID システムを構成するためにこのオプションを選択してください。 


3 . レディ状態の物理ドライプアイコンを 
選択する。 

4 . [Add to Array ] をクリックし、物理ドラ 
イプを New Array に割り当てる。 

5 . [ AcceptArray ] をクリックし、 [ Next ] を 
クリックする。 




New Array には、ロジカルドライブを 
構成するための全ての物理ドライブを 
割り当ててください。例えば、 RAID 5 
を作成する場合は、少なくとも3台の 
物理ドライブを割り当てる必要があり 
ます。 


Action: Array Dennition 


〇 Array I 


^•8 new array 
« Global Hot Sp 


Accept Array| 
Reclaim I 


T Cancel I Help I 
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6 . アレイの RAID レベルとロジカルドライブ 
の容量を決める。 

7. [Accept] をクリックし、 [Next] をク 
リックする。 

アドバンスパラメータ （Write Policy な 
ど）の設定をするときには、ここで 
[Advanced] をクリックしてください。 



アドバンスパラメータの設定 


右の画面でそれぞれのパラメータを設定 
してください。 

一 E12E] 

システムの性能や安定した運用を行う 
ために設定する値を制限している場合 
があります。保守サービス会社にお問 
い合わせください。 


Advanced Parameters 


-Inl x| 


Stripe Size 

Read Policy 

Write Policy 
Cache policy 

r Virtual _ 

! OK 


[64 KB 

d 


| Normal 

1 


| Write Back 

d 

| Direct 

A 


Cancel 



8 . 右の画面で構成するアレイの内容を確認 
する。 

9. 内容確認後、 [Finish] をクリックする。 

右の画面では Channel 4の IDO 〜2の3台 
の物理ドライブで、 RAID レベルが 
RAID 5、 容量が 1024 MB のロジカルド 
ライブを持つ 、 Arrayl ( A 1) を作成しま 
す0 



10. 右の確認画面で、[〇 K] をクリックする。 

新しいコンフィグレーションがコント 
ローラにセーブされます。 
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1. 右の確認画面で、[〇 K] をクリックする。 

ロジカルドライプの Initialize を行いま 
す。 


キャンセルした場合は、メイン画面の 
Logical Devices View でロジカルドライ 
ブアイコンを選択し 、 Logical Drv メ 
ニューの Initialize を選択して、初期化 
してくださし、。 

アレイの構成を変更する場合 

アレイの構成を変更するには、画面の 
Logical Devices View で変更するロジカ 
ルドライプアイコンを選択し、 
[Reclaim] をクリックしてください。 
表示される確認画面で [0K] をクリック 
してください。その後、手順3以降を 
やり直してください。アレイにロジカル 
ドライプを定義する前（手順8の前）で 
あれば、上の画面まで [Back] をクリック 
して戻ることで、同様の手順でアレイの 
構成を変更することができます。 


Mega RAID Power Console PlusfTM) 


2SJ 




Would you like to Initialize? 

キゃンセル 


Action: Array Definition 


hvsical Dernces 

， Channel 1 

-O (O)-Beady 
-O (D-Ready 
-O ⑵ -Ready 
-O ⑶ -Ready 
-O ⑷ -Ready 


? Channel 2 
-O (D)-Ready 
(D-Ready 
-O ⑵ -Ready 


-Ready 


Add to Array! 



Accept Array | 

■ Reclaim —■ 


7 < Back | Next > J Gancel 」 _Help I 
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物理ドライブのリビルド実施手順 

物理ドライブのリビルド実施手順について説明します。 


1 . メイン画面の Physical Devices View で 
リビルドを実施する物理ドライプアイコ 
ン (Fail 状態の物理ドライプアイコン)を選 
択する。 

2 . Physical Drv メニューの 「Rebuild」 を選択 
する。 


3 . 右の確認画面で、[〇 K] をクリックする。 


リビルドを開始し、プログレスバーで進 
行状況を表示します。 

• [ Abort ] をクリックすると、リビル 
ドを強制終了させることができま 
す。 

• リビルドを実施したあとは Check 
Consistency でロジカルドライブの 
状態をチェックすることをお勧め 
します。整合性チェックについて 
は、「整合性チヱック実施手順」を 
参照してく ださし、。 
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ロジカルドライブの整合性チェック実施手順 

ロジカルドライブの整合性チェック実施手順について説明します。 


1 . メイン画面の Logical Devices View で整 
合性チェックを実施するロジカルドライ 
プアイコンを選択する。 

2 . Logical Drv メニューの 「Check 
Consistency 」 を選択する。 


^omiguration adapter Physical Drv | 

[logical Drv Progress Help 


Properties 


Physical Devices 

@ Channel 1 








^ Logical View 
c Physical View 


3 . 右の確認画面で、[〇 K ] をクリックする。 


MegaRAID Rowe 


方 


2<| 

Parity Checking Selected Device(s)? 
キャンセル 


■OT 


チェックを開始し、プログレスバーで進 
行状況を表示します。 


響 一 


[ Abort ] をクリックすると、整合性 
チェックを強制終了させることができ 
ます。 


•； CHECK CONSISTENCY 


Arrange 


-Inl x| 
-Inlxj 


Abort 


4 % 
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定期的な整合性チエツクの実施 


アレイディスクに対して、定期的に Check Consistency を実施することで検出した不整合 
を修復することにより、物理ドライブ障害時のリビルド失敗を未然に防ぐことができます。 
また、整合性チェックは□ジカルドライブの全面リードを行います。これは、物理ドライブ 
の普段アクセスのない部分についてもアクセスを行うことになるので、物理ドライブの後発 
不良の早期検出の役目を果たすこともできます。このため、定期的な整合性チェックの実施 
はマルチドライブフェイル状態の発生の確率を低下させることができ、アレイシステムの安 
定した運用を保つことができます。この定期的な整合性チェックは、コマンドプロンプトで 
下記実行形式のコマンドを動作させることで行います。このコマンドはスケジュールを設定 
するためのコマンドです。スケジュールを設定し、整合性チェックを実施した場合、開始/ 
終了および15分間隔の実行状態がイベントログに出力されます。 

• 実行形式 

megactrl argl [a「g2 [a「g3 [a「g4 [...]]]] 

( megactrl . exe は Power Console Plus をインストールすると一般に 「c: 
¥wimt¥system32」 にインストールされます） 



ここで説明しているパラメータ以外は使用しないでください。 


コマンド 

引数 

意味 

argl 

-cons 

Check Consistency のスケジュール設定を行いま 
す。時間設定の他の arg が後続します。他の arg の指定 
がないときはそれぞれのデフォルト値が使われます。 

arg2 〜 argi 

-h 

Check Consistency の開始時間を設定します。0時が 
ら23時まで設定可能です（デフォルトは◦時)。 


-d 

Check Consistency を動作させる曜日を◦〜6で設定 
します（デフォルトは日曜日で〇)。 


-w 

Check Consistency の動作間隔を〇〜24で週間隔を 
設定します。なお -w ◦は毎日を意味します（デフォル 
卜は1週間隔)。 


-dateMM/DD/YYYY 

Check Consistency の動作開始日を設定します（デ 
フォルトはコマンド実施日）。 YYYY の範囲は190〇〜 

2〇 38(2038 年を超えることはできません） 


-abort 

Check Consistency が実施中ならば、終了させま 
す。 

argi 

-enChkCon 

スケジュール時間に Check Consistency を実施させ 
ます（ァフォルト）。 


-disChkCon 

スケジュール時間の Check Consistency を抑止しま 
す0動作中の Check Consistency には影響しませ 
ん。 -enChkCon と同時に指定した場合は最後に指定 
した方が有効になります。 
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• 使用例 

一毎週日曜日の0時に実施する場合 
megactrl -cons -hO -dO -wl 

一すべてのコントローラのすべての整合性チェックを終了させる場合 
megactrl -cons -abort 

一整合性チェックのスケジュールを無効にする場合 
megactrl -disChkCon 

一整合性チェックのスケジュールを有効にする場合 
megactrl -enChkCon 

システムのパスの設定によって上記のコマンドにディレクトリの指定が必要になります。 

I ヒント I 例： C:¥winnt¥system32¥meaactrl -cons 


5ストリ I ミングサ I パソフトウェア 
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